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５
月
の
広
報

　お母さんが看護師で大変そうだけど、楽
しそうに仕事をしていて、たくさんの患者
さんに感謝されているから、私も将来はお
母さんみたいな看護師になりたいです。

西牟田光
こ こ

虹さん  
鹿北小学校５年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

山鹿市情報メールサービス
　市役所からのお知らせや観光イベント情報を、携帯電話やパソ
コンに電子メールで配信中です。まずは ymg-c@one23.net へ空
メールを送ってください。会員登録案内メールが届きますので、案
内にしたがって登録してください。メールが届かない場合は、ドメ
イン「ansin-anzen.jp」が受信できるように設定してください。

QRコード
問総務課情報管理室　☎ 43 ‐ 7557

　山鹿市ではソーシャルメディアを活用した情報発
信を行うため、Facebook( フェイスブック）および
Twitter( ツイッター）による情報発信を始めました。

Facebook
QRコード

山鹿市公式 Facebook
http://www.facebook.com/yamagacity

山鹿市公式 Twitter
https://twitter.com/yamagacity Twitter

QRコード
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山鹿温泉祭

　4月12・13 日の両日、山鹿に春の訪れを告げる
山鹿温泉祭が開催されました。
　薬師堂での温泉祈

き と う

祷祭に始まり、灯籠踊り保存
会による湯

ゆことぶき

壽の舞が披露され、また古式ゆかしい
御
み ゆ き し き

幸式行列や伝説力くらべ綱引き大会、子ども創作
みこし大行進などが行われました。13日はあいにく
の雨模様で、イベントの中止や内容の変更などがあり
ましたが、参加者は祭りを楽しんでいました。

今月の表紙
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平成 26 年度施政方針
将来にわたって安心して暮らせるまちづくりを目指して

～明るく元気な市民、元気なまち～

市長　中嶋　憲正

【
市
政
運
営
の
基
本
方
針
】

　
平
成
26
年
度
は
、合
併
10
周
年
の
節
目
の
年
で
あ
る
と

同
時
に
、新
た
な
10
年
に
向
け
力
強
く
羽
ば
た
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、非
常
に
重
要
な
年
で
も
あ
り
ま
す
。引
き
続
き

「
人
を
つ
く
る
・
人
を
育
て
る
」「
経
済
を
つ
く
る
・
活
性
化

す
る
」「
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
・
定
住
促
進
を
図

る
」の
３
つ
を
柱
に
、行
財
政
運
営
の
大
き
な
方
向
性
と
し

て
定
め
、市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
】

１　

人
を
つ
く
る
・
人
を
育
て
る

(1)
地
域
づ
く
り
市
民
塾

　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
将
来
の
山
鹿
市
を
担
う
有
為
な
人
材

の
育
成
を
図
る
た
め
、「
地
域
づ
く
り
市
民
塾
」を
立
ち
上
げ
、

行
政
と
市
民
と
の
協
働
に
よ
る「
人
づ
く
り
」を
推
進
し
ま
す
。

(2)
和
紙
工
芸
の
後
継
者
育
成

　「
山
鹿
灯
籠
」「
来
民
う
ち
わ
」な
ど
の
技
術
の
保
存
・
継

承
や
後
継
者
育
成
の
支
援
を
行
い
ま
す
。特
に
、昨
年
12
月

に
国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
た
「
山
鹿
灯
籠
」に
つ

い
て
は
、今
後
の
振
興
計
画
の
策
定
を
支
援
し
、さ
ら
な
る

ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

(3)
夢
の
と
び
ら
を
ひ
ら
く

　
図
書
館
を
多
く
の
市
民
が
気
軽
に
集
い
、学
べ
る
場
と
す

る
こ
と
で
利
用
者
数
の
増
加
に
努
め
ま
す
。ま
た
、市
内
の
図

書
館
と
図
書
室
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、移
動
図
書
館
車
の

運
用
と
併
せ
て
、本
に
親
し
む
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

(4)
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
街

　
平
成
31
年
に
「
女
子
世
界
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
」が

熊
本
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、試
合
会

場
を
本
市
に
誘
致
す
る
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。ま

た
、、競
技
人
口
の
拡
大
と
有
望
選
手
の
育
成
に
努
め
、「
山
鹿

市
＝
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
街
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

２　

経
済
を
つ
く
る
・
活
性
化
す
る

(1)
ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想

　
菊
鹿
ワ
イ
ン
は
、こ
こ
数
年
の
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
ク
ー
ル
受

賞
を
機
に
、全
国
的
に
地
名
度
が
高
ま
り
、需
要
に
供
給
が

追
いつ
か
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。本
市
と
し
て
は
「
観
光

と
農
業
の
連
携
・
複
合
化
」の
モ
デ
ル
と
考
え
、醸
造
施
設
お

よ
び
ブ
ド
ウ
畑
を
核
と
し
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

(2)
６
次
産
業
化

　
６
次
産
業
化
等
に
取
り
組
む
企
業
・
事
業
者
・
農
業
者

等
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。26
年
度
は
、第
１
次
・
第
２

次
産
業
従
事
者
に
よ
る
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、素
材
の
絞
込

み
か
ら
試
作
の
検
討
、デ
ザ
イ
ン
開
発
を
含
め
た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

(3)
農
林
産
物
の
販
売
促
進

　
物
産
館
を
中
心
と
し
た
地
産
地
消
の
推
進
や
福
岡･

熊
本

都
市
圏
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
農
林
畜
産
物
等
の
情
報
発
信

や
Ｐ
Ｒ
を
行
う
な
ど
、農
林
業
と
商
工
業
・
観
光
業
が
連
携

し
た
新
た
な
販
路
開
拓
、販
売
促
進
の
取
り
組
み
を
展
開
し

ま
す
。

(4)
企
業
誘
致

　
情
報
発
信
と
情
報
収
集
に
全
力
で
取
り
組
み
、新
た
な

企
業
誘
致
の
早
期
実
現
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、既
に
立
地

さ
れ
て
い
る
企
業
への
支
援
に
も
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

(5)
観
光
振
興

　
山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
や
さ
く
ら
湯
周
年
事
業
な
ど
誘
客
を

促
進
す
る
イ
ベン
ト
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、年
間
を
通

し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

３　

�

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
・
定
住
促
進
を
図
る

(1)�
母
子
保
健

　
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
心
豊
か
に
生
活
す
る
た
め
に
は
、

妊
娠
中
や
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
健
康
づ
く
り
が
た
いへ
ん
重

要
で
す
。
そ
こ
で
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
や
食

生
活
を
通
じ
た
生
活
習
慣
の
大
切
さ
を
理
解
し
、
学
べ
る

よ
う
に
、
妊
婦
・
２
カ
月
児
の
全
戸
訪
問
と
と
も
に
新
た

に
10
カ
月
児
の
育
児
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

(2)
保
育
環
境

　
保
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
公
立
保
育
園
再
編
整

備
計
画
に
基
づ
き
、
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
る
公
立
保
育

園
の
統
廃
合
、
民
営
化
を
進
め
ま
す
。
26
年
度
は
鹿
北
地

区
の
３
つ
の
公
立
保
育
園
を
統
合
・
民
営
化
す
る
た
め
に
、

移
譲
先
の
法
人
の
選
定
を
行
い
ま
す
。

(3)
子
ど
も
医
療
費
助
成

　
子
ど
も
の
疾
病
の
早
期
治
療
と
健
全
な
育
成
を
支
援
す

る
た
め
、平
成
27
年
１
月
診
療
分
か
ら
、対
象
者
を
12
歳
以

下
か
ら
18
歳
以
下
へ
引
き
上
げ
、子
ど
も
の
健
康
維
持
と
子

育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

(4)
定
住
対
策
・
地
域
お
こ
し

　
都
会
を
離
れ
て
田
舎
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
方
の
移
住
・

定
住
を
促
す
た
め
、都
市
部
で
開
催
さ
れ
る
移
住
相
談
フ
ェ

ア
等
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、移
住
希
望
者
を
受

け
入
れ
る
側
の
地
元
で
も
、講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開

催
し
、移
住
定
住
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、9
月
に
は
県
民
体
育
祭
が
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
「
健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
」の
増
進
に
よ
る
「
明

る
く
元
気
な
市
民
、元
気
な
ま
ち
」を
創
る
べ
く
、手
軽
に
取

り
組
め
る
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」を
提
唱
し
ま
す
。『
も
っ
と
歩
こ

う
！
ふ
る
さ
と
の
ま
ち
を
、自
然
を
、歴
史
を
、健
康
・
環
境
・

活
性
化
の
た
め
に
』そ
ん
な
思
い
を
込
め
た
提
案
で
す
。一人
で

も
多
く
の
皆
さ
ま
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。
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内
田
保
育
園　

園
歌

　
　
　
　
　

作
詞　

矢
野
静
雄

　
　
　
　
　

作
曲　

丸
山
和
治

１
明
る
く
元
気
な
歌
声
が

　

大
空
高
く　

こ
だ
ま
す
る

　

笑
う
み
ん
な
の
顔
と
顔

　

昇
る
朝
日
も
楽
し
げ
に

　

天
使
の
歌
声
運
ぶ　

白
い
雲

　

愛
の
花
咲
く　

内
田
保
育
園

２
夢
は
七
色
虹
の
色

　

夢
を
か
な
え
る　

虹
の
橋

　

つ
ぶ
ら
な
瞳
は
輝
い
て

　

未
来
の
夢
を
祈
り
ま
す

　

心
に
灯
る
と
も
し
び　

空
の
果
て

　

明
日
の
架
け
橋　

内
田
保
育
園

３
愛
の
花
咲
く
ふ
る
さ
と
の

　

空
に
そ
び
え
る　

八
方
ヶ
岳

　

清
き
流
れ
の
内
田
川

　

自
然
の
恵
み
は
母
の
愛

　

大
地
の
胸
に
優
し
く　

抱
か
れ
て

　

希
望
あ
ふ
れ
る　

内
田
保
育
園

内田保育園

「相良の子守歌」を全員で踊りました

　平成18 年、まだ歩けなかった
長男を抱いて初めて内田保育

園を訪れました。その日が子どもと私と保育園との
思い出の始まりでもありました。心温かく人情味豊
かな地域の皆さまに見守られていたからこそ、私た
ち保護者は安心して、子どもを通わせることができ
たと思います。
　子どもたちは、内田保育園で学んだことを糧に、
これからそれぞれの道に自信を持って歩んでいって
くれることを信じています。内田保育園での思い出
は、子どもたちの中で輝き続けることでしょう。
　思い出をありがとう！内田保育園！

　私自身菊鹿の地に育まれ、
子どもたちの成長期に携わらせ

ていただいているありがたさを感じながら、閉園の
時を迎え、言いようのない寂しさでいっぱいです。
　地域のつながりが深く、子どもたちも素直で優し
い純粋な子ばかりでした。いろいろな行事にも積
極的に取り組み、楽しく園生活を送っている姿にど
れだけ元気をもらったことかわかりません。
　これまで、どこにも負けないつながりをもって、
内田保育園を盛り上げ、支えていただいた皆さま
に心から感謝申し上げます。

建山富
ふ み よ

美代さん
園長

古田　康
や す た か

隆さん
保護者会長

平成26 年３月、菊鹿中央保育
園と内田保育園が惜しまれつつ
も閉園の時を迎えました。

閉　園

　
内
田
保
育
園
の
閉
園
式
が
、
３
月

29
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
内
田
保
育
園
は
、
昭
和
29
年
に
菊

鹿
村
福
祉
協
会
立
内
田
保
育
所
と
し

て
開
所
し
、
60
年
に
わ
た
っ
て
子
ど
も

た
ち
の
成
長
の
場
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
閉
園
式
に
は
、
園
児
や
保
護
者
、

歴
代
の
園
長
や
議
員
、
地
域
の
人
な

ど
約
１
４
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
建
山
園
長
が
、
中
嶋
憲

正
市
長
に
園
舎
鍵
を
返
還
。
最
後
に

園
歌
を
全
員
で
斉
唱
し
、
多
く
の
人

に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
園
の
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　
式
後
の
お
別
れ
会
で
は
、
歴
代
園

長
や
職
員
、
卒
園
児
の
思
い
出
発
表
、

子
ど
も
た
ち
の
発
表
や
思
い
出
の
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
、
内
田
保
育
園
で
の
思
い
出
を

懐
か
し
み
ま
し
た
。
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菊
鹿
中
央
保
育
園
の
閉
園
式
が
、

３
月
22
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
菊
鹿
中
央
保
育
園
は
、
昭
和
37
年

に
菊
鹿
村
社
会
福
祉
協
会
立
中
央
保

育
所
と
し
て
開
所
。
55
年
の
歴
史
に

幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　
閉
園
式
に
は
、
園
児
や
保
護
者
、

歴
代
の
園
長
や
議
員
、
地
域
の
人
な

ど
約
１
３
０
人
が
出
席
し
、
最
後
の

お
別
れ
を
し
ま
し
た
。
式
で
は
木
庭

園
長
が
、
園
舎
鍵
を
中
嶋
市
長
に
返

還
し
た
後
、
出
席
者
全
員
で
園
歌
を

斉
唱
し
ま
し
た
。

　
式
後
、
お
別
れ
会
が
行
わ
れ
、
園

児
た
ち
の
ほ
た
る
火
・
卑
弥
呼
の
舞

や
卒
園
児
の
思
い
出
発
表
、
思
い
出

の
ア
ル
バ
ム
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
上

映
な
ど
が
あ
り
、
み
ん
な
で
園
の
思

い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

菊
鹿
中
央
保
育
園　

園
歌

　
　
　
　
　

作
詞　

矢
野
静
雄

　
　
　
　
　

作
曲　

丸
山
和
治

１
元
気
な
声
が
は
ず
ん
で
か
え
る

　

み
あ
げ
る
瞳
は
輝
い
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菊鹿中央保育園

　私もこの保育園にお世話に
なったひとりです。保育園が閉

園になると聞き、保育園で過ごしたことや当時の仲
間・先生のことを思い出して少し寂しくなりました。
　保育園で過ごす数年間は、子どもたちにとって、
とても大切な時間であり、すべてのことが成長して
いく上で大きな財産となっていくことだと思います。
　菊鹿中央保育園での思い出は、閉園となっても
いつまでも忘れることなく私たちの中に残っていくで
しょう。長い間お世話になりました。

　菊鹿中央保育園は、周りを山
に囲まれ自然がいっぱいで、地

域の人もたくさん訪れてくれる地域密着型の保育
園でした。
　家庭的な雰囲気の中で兄弟に近い体験や、地
域の皆さんや施設との交流を大切にしてきました。
　いろいろな体験を通して、菊鹿のさまざまな人と
の出会いがあり、人の温かさにふれることで、改めて
菊鹿の良さを感じることができ、子どもたちも健やか
に成長できたのではないかと地域の皆さまに深く
感謝しています。

木庭　文
ふ み こ

子さん
園長

青木　淳
あつし

さん
保護者会長

閉　園

園児たちが園歌を合奏しました
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街角ぐるっとナビ 身近な話題、情報をお寄せください！
秘書企画課秘書係　☎４３‐１１１0

上保多田地区の
松本正

ま さ ゆ き

行さん、古閑幹
み き お

郎さん

表彰おめでとうございます

菊鹿町干し柿研究会の
元田俊

しゅんいちろう

一郎さん、松本英
え い す け

亮さん、髙田とし子さん

くまもと里モンプロジェクト顕彰表彰
　熊本県では、持続可能な農山漁村、元気な農山漁村を
目指すことを目的に、むらの再生に取り組んでいる団体
などの、さらなるチャレンジ意識の高揚と、取り組みの
拡大につなげていくことを目的に顕彰しています。
コミュニティ活動部門　上保多田区（山鹿）
　�　上保多田地区は限界集落ながら、歴史資源の復興・活用
（案内石碑、マップづくり、ガイド育成）、都市農村交流（ボラ
ンティアツアー、縁側カフェ）などの活動が評価されました。

個別活動部門　番所棚田保全協議会（菊鹿）
　�　番所棚田保全協議会は棚田ふれあい探訪ツアーや案

内看板の設置、棚田保全活動等を通じて、観光客に棚田
や農村の重要性を伝えると共に集落の活性化に寄与する
活動が評価されました。

地域づくり夢チャレンジ推進事業 県知事表彰
菊鹿町干し柿研究会（菊鹿）
　�　熊本県では、その地域ならではの資源や特性を生か

しながら、自主的な地域づくりに取り組む地域団体や
市町村のこれまで採択した事業の中から、他の地域団
体や市町村のモデルとなるような優れた取り組みにつ
いて、広く周知し、その功績をたたえることを目的に
県知事表彰を行っています。

　�　菊鹿町干し柿研究会は、あんぽ柿「ほっぺ」による
起業化の取り組みが評価されました。

番所棚田保全協議会の
家入節

せ つ お

男さん、児玉克
か つ と し

敏さん

温泉祭スナップ集
…山鹿温泉祭　　　　　　　　　　４月 12 〜 13 日

❶伝説力くらべ綱引
き大会❷山鹿名物薬
師馬カレー❸こども
創作みこし❹温泉祈
祷祭❺じゃんけん大
会で優勝した鹿本高
校柔道部❻御幸式
行列❼民謡と踊りの
共演❽山鹿流バナナ
のたたき売り❾いちご
くらぶのステージ

１

６

２

８

３

４５

７９
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まだまだあるよ。街角ぐるっとナビ

雨の日の交通安全に向けて傘を寄贈
…KDS菊池自動車学校　　　　　　　　　　　　　　　３月 27日

　山鹿市の新入学児童
へ「ゆるや傘キッズバー
ジョン」の贈呈がありまし
た。これは雨の日は視界
が悪く、路面が滑りやす
いため、運転手に速度を
落とさなきゃという思い
を起こさせることを目的
としています。譲り合い思
いやりの運転で事故防
止を心がけましょう。

くまもと景観賞グランプリの賞状を受け取る中嶋憲正市
長（写真左）

　「さくら湯」が第 19 回（平成 25 年度）熊本県
木材利用大型施設コンクールで、特別賞を受賞しま
した。天然乾燥した地元産木材の伝統工法により
建設され、現行の法規に対応しつつ、以前のさくら
湯が細やかに再現された点が評価されています。
　また、熊本県土の景観形成に顕著な功績のある
ものに贈られる、熊本県主催の第 26 回（平成 25
年度）くまもと景観賞のグランプリに、応募 59 作品
の中から選ばれました。歴史性・場所性に配慮し
た周囲の景観をけん引する作品として高く評価を受
けたものです。

さくら湯が２つの賞を受賞
…県木材利用大型施設コンクール・くまもと景観賞

中嶋市長に意見書を手渡す古江会長（写真左）

誰もが自分らしく輝く社会の実現のために
…山鹿市男女共同参画審議会　　　３月 27 日

　今後の男女共同参画推進の指標としてもらうため
「平成25 年度男女共同参画計画事業」の実施状
況について審議した結果をまとめた意見書が古江
英
ひ で み

実会長から中嶋憲正市長に提出されました。
　意見書には、「防災組織などの地域力強化や女性
の経営参画支援、子育てや介護への男性の参加促
進などの市の取り組みは、個人の多様な生き方を可
能にするものとして期待できる」との意見のほか「暴
力や虐待の未然防止のため、学校や地域と連携した
人権尊重の意識づくり」「国の成長戦略の中核でもあ
る女性の活躍促進」などに積極的に取り組むことが
要望として述べられています。

春の風を感じながら、楽しく走りました
…第２回清浦総理顕彰・あんずの丘マラソン大会　　　３月 21日

　菊鹿町のあんずの
丘をスタート・ゴー
ルにマラソン大会が
行われ「ゆっくり楽
走 ( らくそう )」を合
言葉に、市内外から
約 1,900 人が参加し、
それぞれのコースを、
思い思いのペースで
春の風を感じながら、
楽しく走りました。

大切に使います
…山畳会が畳の寄贈　　　　　　　　　　　　　　　　　４月４日
　山鹿市内の畳屋５件
でつくる「山畳会」が、
大道小学校の図書室
に畳の寄贈をしました。
　野田菜

な な こ

々子さん (６
年生 )らが「大切に使
います」とお礼を述べ
ました。
　畳が敷かれると、図
書室にイ草のいい香り
が広がりました。

旭日単光章
…故片山初

は つ き

輝さん　石渕（鹿本）

　昭和 51 年４月から３期
12 年の永きにわたり、旧
鹿本町議会議員として在
職。
　福祉生活常任委員会委員
長等を歴任し、強い政治信
念をもって鹿本町の産業振
興、教育、文化、福祉の向
上に尽力されました。
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私たちのお金はこんな
ふうに使われます
市民１人あたり年間
53万 7,199 円

（平成 26 年 3 月末
 人口55,257人で算出）

高齢者や障がい者、
子どもの福祉など
184,563円（34.4％）

市債（市の借金）の返済
60,772 円（11.3％）

道路、公園、 住宅などの整備
29,153 円（5.4％）

小・中学校、 生涯学習など
39,355 円（7.3％）

地域づくり、戸籍や住
民票、選挙など
106,322 円（19.8％）

農林業、畜産業など
44,608 円（8.3％）

健康、検診、予防、
ごみ処理など
40,838 円（7.6％）

商工業・観光など 7,710 円 (1.4％)

消防団、消防設備など
　19,685円 (3.7％)

議会、予備費　
4,193 円 (0.8％)

人をつくる・人を育てる
地域づくり、教育環境の充実、生涯学習など
地域づくり市民塾 100 万円
様々な分野で将来の山鹿市を担う有為な人材の育成を図るため、「地域づくり市民塾」を
立ち上げます。
学校規模適正化事業（菊鹿地区統合小学校） 1,368 万 6 千円
平成 28 年 4 月の開校を予定している菊鹿統合 3 小学校の校舎等の設計に取り組んでい
ます。
和紙工芸振興事業 860 万 3 千円
平成 25 年 12 月に国の伝統的工芸品に指定された「山鹿灯籠」などの和紙工芸品の技
術の保存・承継や後継者育成を支援します。

経済をつくる・活性化する
農林業、商業の振興、特産品の販売促進、企業誘致、誘客宣伝など

ワイナリー構想推進事業 5,635 万 7 千円
「観光と農業の連携・複合化」のモデルとして、ワイン醸造施設とぶどう畑を核としたワイナリー
構想の実現に向けた取り組みを支援します。
６次産業化総合支援事業 1,356 万 6 千円
収益性の高い農業の実現を図るため、生産者、加工企業、流通業者等による商品開発
に対して支援を行います。
農産物販売促進事業　 930 万円
福岡を始めとする都市圏への農産物のＰＲを継続して展開するほか、新たな販路開拓の
ため、インターネット販売を開始します。

人口減少に歯止めをかける・定住促進を図る
子育て環境の充実、過疎地域の再生、生活基盤の整備など
地域おこし協力隊・移住定住促進事業 513 万 8 千円
都市部から意欲ある人材を受け入れ、農林業の応援、環境保全活動など地域力の維持・
強化を図ります。
子ども医療費助成事業 1 億 8,726 万 8 千円
医療費助成の対象を平成２７年１月診療分から１８歳以下まで拡大し、子育て世代の経済
的負担の軽減を図ります。
保育環境充実支援事業 38 万円
鹿北地区３公立保育園の統合・民営化を進め、保育環境の充実を図ります。

　 平成 26 年度に進められる主な事業について、市政運営で重点的に取り組む、「人
をつくる・人を育てる」、「経済をつくる・活性化する」、「人口減少に歯止めをかける・
定住促進を図る」の 3 本の柱ごとに紹介します。

その他の重要事業
３本の柱以外にも重要事業に取り組んでいます。
一般廃棄物処理施設整備事業 5,736 万 1 千円 
一般廃棄物処理施設の整備に向け、施設基本計画の策定と生活環境影響調査を実施します。
地域情報通信基盤格差是正事業（光ブロードバンド基盤整備事業） 4 億 3,600 万円
鹿北地区、菊鹿地区について、インターネットの光回線を整備し、平成 27 年 12 月のサー
ビス開始を予定しています。
サイン整備計画 410 万円 
市民や来訪者の利便性を高めるため、「サイン計画」を策定し、市内の案内板などのデザイ
ンや設置方法の統一化を図ります。
第６９回熊本県民体育祭「山鹿大会」 2,880 万円 
県下最大のスポーツイベントである熊本県民体育祭「山鹿大会」を９月に開催します。
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平成26年度予算
　平成 26 年度予算が、3 月定例市議会で成立しました。
　一般会計予算の規模は、296 億 8,400 万円で、これに 9 特別会計と3 企業会計を合わせた規模（各会
計間のやりとりを控除した総計）は、512 億 924 万円となります。
　このページでは、一般会計の歳入・歳出の内訳と市民１人当たりどのように使われるかをお知らせします。
※市長説明（３ページ）の全文および全会計の予算書は、3 月定例会議案として情報プラザ（市役所 1 階ホー
ル）でご覧いただけます。
お問い合わせは財務課へ。（☎４３－１１１９）

★歳入（収入予定のお金）
　市税、保育料、公共施設の使用料など、市が自主的
に収入することのできる自主財源は、72 億6,106 万4
千円で、全体の24.5％となっています。
　どの地域に住む住民にも一定の行政サービスを提
供できるように国が地方に代わって徴収し、分配する地
方交付税、国・県からの特定の事業に対する支出金や
銀行等からの借入金（市債）などの依存財源が、224億
2,293万6千円で、全体の75.5％を占めています。

（平成26 年度の特徴）
　市内企業の業績や個人所得が伸び悩み市民税が
前年比4,354 万１千円（2.3％）減、一方、固定資産税
が新増築家屋の増加に伴い、5,613 万７千円（2.8％）
増となっています。

【歳出総額】296 億 8,400 万円

■一般会計予算

★歳出（支払い予定のお金）
　人件費、医療費の助成や各種手当などの扶助費お
よび借入金の返済金（公債費）を合わせた義務的経
費は、135 億2,737 万5 千円で、全体の45.6%を占め
ています。
　道路などの社会資本の整備に使われる経費( 投資
的経費)は、52億6,726万2千円で、全体の17.7％です。
　その他の経費には、各種団体への助成（補助費等）
や特別会計への支出（繰出金）、行政運営に必要な
経費（物件費など）があり、全体の36.7％を占めてい
ます。
（平成26 年度の特徴）
　社会保障関係経費の伸びに伴い、扶助費が前年比
5億1,607万6千円（9.7％）増、市庁舎建設や光ブロー
ドバンド基盤整備などにより普通建設事業費が前年比
18 億5,697 万2 千円（54.5％）増となっています。

そ

の
他
の
経
費

義 

務 

的 

経 

費

投資的
経費

36.7％

45.6％

17.7％

医療費助成
などの扶助費
19.7％

職員給与
などの人件費
14.6％

借入金の返済金
（公債費）
11.3％

普通建設事業費
　　17.7％

各種団体への助成など
補助費等
10.1％

特別会計への
繰出金
12.3％

施設の維持管理
などの物件費
11.6％

積立金　　　　1.2％

道路、公共施設
などの維持補修費
1.2％

予備費　　　　0.1％

貸付金
0.2％

24.5％

75.5％

保育料、公共施設の
使用料など
9.0％

銀行等からの
借入金（市 債）
14.3％

国庫支出金
　11.1％

県支出金
   7.5％

 市 税
15.5％

地方交付税
39.4％

各種交付金など
   3.2％

自主財源

依存財源

　　国民健康保険事業 77 億 9,584 万 5 千円 介護保険事業 62 億 9,913 万 1 千円
　　後期高齢者医療 6 億 7,813 万 8 千円 簡易水道事業 7 億 1,719 万 5 千円

　　農業集落排水事業 12 億 6,309 万 5 千円 財産区 (六郷、城北、稲田、
稲田六郷 ) 1,467 万 5 千円

　　水道事業 8 億 8,766 万円 下水道事業 23 億 3,608 万 5 千円
　　病院事業 53 億 9,954 万 1 千円

■特別会計予算

■企業会計予算

【歳入総額】296 億 8,400 万円
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山鹿市合併10周年

◦応募資格
　次のいずれかに該当する団体など
　①市内に在住、在勤または在学する者で構成する団体
　②市内に活動拠点がある団体または企業
　③その他山鹿市にゆかりがあり、市長が認める団体または企業
◦事業の条件
　①合併 10 周年記念事業の一環として、原則市内で実施し、積極的な市民参加が得られる事業
　②平成 26 年７月１日から平成 27 年３月 31 日までに実施し、完了する事業
　③補助対象事業者自らが企画運営および実施する事業　など
◦募集事業数　５事業程度
◦助成額　１事業あたり補助対象経費の２／３以内で、限度額 20 万円　※条件あり
◦募集期間　５月１日㈭から６月 10 日㈫必着

市民提案事業を募集します

　山鹿市は、平成 27 年１月 15 日に合併 10 周
年を迎えます。
　10 周年を記念し、市民の皆さんが行事やイベ
ント、プロジェクトを企画・提案し、自ら実施
する「市民提案事業」を募集します。
　あなたのアイディアをかたちにして、合併 10
周年を盛り上げる事業を実施してみませんか。

問秘書企画課企画係（本庁３階）　☎ 43‐ 1112

合併10周年記念事業のお知らせ
●　記念式典・シンポジウム
　期　日　平成 27 年１月 18 日㈰
　場　所　山鹿市民交流センター
●　NHK「上方演芸会」公開録音　
　期　日　平成 27 年１月 30 日㈮
　場　所　山鹿市民交流センター
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山
鹿
市
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
を
見
直
し
ま
し
た

ごみの総排出量の推移
Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

人口 (人) 59,500 59,000 58,846 58,416 57,757 57,192 56,580 56,118 
燃やすごみ (トン) 11,612 11,479 10,906 10,819 11,084 11,011 11,019 11,069
資源ごみ (トン) 1,740 2,068 2,371 2,428 2,127 2,101 1,945 1,907
埋立ごみ (トン) 976 1,038 798 421 482 342 240 194
粗大ごみ (トン) 323 385 278 175 114 230 246 246
ごみ排出量 (トン) 14,651 14,970 14,353 13,843 13,807 13,684 13,450 13,416 
家庭系ごみ (トン) 10,673 10,856 10,376 9,874 9,751 9,541 9,358 9,274
事業系ごみ (トン) 3,978 4,114 3,977 3,969 4,056 4,143 4,092 4,141
集団回収量 (トン) 592 593 724 687 677 636 632 572
ごみ総排出量 (トン) 15,243 15,563 15,077 14,530 14,484 14,320 14,082 13,988 
※ごみ排出量とは、収集及び直接搬入された燃やす、資源、埋立、粗大ごみの合計。
※ごみ総排出量とは、ごみ排出量に集団回収量を加えたもの。

指標 平成 35 年度数値目標
ごみ総排出量 12,815 トン / 年
１人１日当りの家庭系ごみ排出量 351 グラム / 人日
事業系ごみ排出量 3,580 トン / 年
リサイクル率 24.40 パーセント
最終処分量 1,525 トン

【お知らせ】
　一般廃棄物処理基本計画（見直し）の本編は、
環境課窓口で閲覧できるほか、市ホームページ
でも閲覧できます。

問い合わせ先…環境課　☎ 43 ‐ ７２１１

2,000

4,000

10,000

12,000

事業系ごみ家庭系ごみ

2423222120191817

～～

トン

年度

家庭系・事業系ごみ排出量の推移

0

6,000

12,000

18,000 集団回収量
粗大ごみ
埋立ごみ
資源ごみ
燃やすごみ

2423222120191817

トン
ごみの総排出量の推移

年度

　
平
成
23
年
６
月
に
策
定
し
た
「
山

鹿
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」

は
、
市
内
で
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物

の
収
集
運
搬
・
処
理
に
つ
い
て
、
平

成
32
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
基
本
的

な
方
針
等
を
定
め
て
い
ま
す
。
策
定

か
ら
３
年
が
経
過
し
、
推
計
人
口
と

の
か
い
離
、
焼
却
施
設
の
整
備
、
資

源
化
施
策
の
状
況
変
化
な
ど
を
踏
ま

え
た
計
画
変
更
が
必
要
と
な
っ
た
た

め
、
平
成
26
年
３
月
に
計
画
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。

【
計
画
の
基
本
理
念
】

　
市
民
、
事
業
者
、
行
政
の
協
働
に

よ
る
４
Ｒ（
リ
フ
ュ
ー
ズ
、リ
デ
ュ
ー

ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
を

推
進
し
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
資
源
化

減
量
化
、
収
集
運
搬
・
処
理
体
制
の

効
率
化
を
図
り
、
地
球
環
境
に
与
え

る
負
荷
を
低
減
し
、
環
境
保
全
に
貢

献
で
き
る
「
資
源
循
環
型
社
会
の
構

築
」
を
目
指
し
ま
す
。

【
ご
み
の
総
排
出
量
の
推
計
】

　
ご
み
の
総
排
出
量
は
平
成
18
年
度

を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
平

成
24
年
度
は
１
３
、９
８
７
ト
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
系
ご

み
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
事

業
系
ご
み
は
微
増
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

【
計
画
期
間
】

　
本
市
で
整
備
す
る
焼
却
施
設
の
稼

働
目
標
を
平
成
31
年
度
と
掲
げ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
中
間

目
標
を
平
成
30
年
度
に
設
定
し
、
計

画
期
間
を
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35

年
度
ま
で
の
10
年
間
と
し
ま
し
た
。

【
数
値
目
標
】

　
国
の
方
針
で
は
、「
第
三
次
循
環

型
社
会
形
成
推
進
基
本
計
画
」と「
廃

棄
物
処
理
法
に
基
づ
く
基
本
方
針
」

に
お
い
て
、
数
値
目
標
が
掲
げ
て
あ

り
ま
す
。

　
今
回
の
見
直
し
で
は
国
の
方
針
に

合
わ
せ
て
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成

24
年
度
ま
で
の
８
年
間
の
実
績
に
基

づ
い
て
、
新
計
画
の
目
標
年
次
で
あ

る
平
成
35
年
度
の
数
値
目
標
を
「
人

口
減
少
」「
ご
み
の
発
生
抑
制
と
減

量
の
推
進
」「
ご
み
適
正
処
理
に
向

け
た
分
別
の
徹
底
」
な
ど
を
踏
ま
え

設
定
し
ま
し
た
。
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国保年金課からのお知らせ
平成26年４月２日以降に70歳の誕生日を迎える人は、

70歳の誕生日の翌月から医療費の窓口負担が２割になります
70 歳から74 歳の人の窓口負担は法律上２割となっていますが、特例措置でこれまで１割負担でした。
平成 26 年度から、より公平な仕組みとするために下記対象の人は窓口負担が２割に見直されました。

【対象者】　平成 26 年４月２日以降に70 歳の誕生日を迎える人（誕生日が昭和１９年４月２日以降の人）
　　　　　※一定の所得がある人は、これまでどおり３割負担です

【適用日】　70 歳の誕生日を迎えた翌月から（ただし、各月１日が誕生日の人はその月から）

正しい医療機関の受診を心がけましょう
　医療費の一部は、国保加入者の国保税や窓口負担で賄われています。医療費が正しく使われずに増加すると国保財
政を圧迫して、国保税の増額などを招き、皆さんの家計負担も増加します。家計の負担を抑えながら安心して医療を受
けるために、以下の点に留意して医療機関や薬局をご利用ください。
【留意点】
１．休日、夜間受診は控えましょう（やむを得ない場合を除く）
　救急医療機関は、緊急性の高い患者さんを受け入れるためのものです。休日や夜間に受診しようとする場合には、
平日の時間内に受診することができないのか、もう一度考えてみましょう。（※休日・夜間は医療機関に支払われる医
療費が高く設定されていて、窓口負担も高くなります。）
２．かかりつけ医を持ちましょう
　かかりつけ医とは、日頃から健康管理などについて相談できる、身近な医師のことです。気になることがあったら、
まずはかかりつけ医に相談しましょう。
３．同じ病気で重複受診はやめましょう
　同じ病気で複数の医療機関を受診することはやめましょう。医療費を増やしてしまうだけでなく、重複する検査や投
薬により、かえって体に悪影響を与えてしまうなどの恐れがあります。今受けている治療に不安などがあるときには、そ
のことを医師に伝えて話し合ってみましょう。
４．ジェネリック医薬品で医療費を節約しましょう
　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、新薬と同等の効能・効果がある安価な医薬品です。患者さんの窓口負担
の軽減や国、保険者の医療費抑制の手助けとなっています。お気軽に医師や薬剤師にご相談ください。
５．薬の飲み合わせや薬のもらい過ぎに気をつけましょう
　薬の飲み合わせによっては、副作用が出ることもあります。「お薬手帳」を活用して、医師や薬剤師にチェックしても
らいましょう。

例　平成２６年４月１５日に誕生日を迎え、70 歳になる人の場合

平成 26年

69歳 70歳

４月２日 ４月１５日 ５月１日

窓口負担
70 歳の誕生日の翌月の診療から２割負担

３割 ２割

問い合わせ先…☎４３－１５２７



場広の ●�みんなの広場に掲載を希望する人は、原稿や写真を山鹿市役所秘書企画課まで郵送または
持参してください。
●�誌面の都合で掲載を調整する場合があります。
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肥
後
狂
句
や
ま
が
会

会
員
募
集

肥
後
狂
句
や
ま
が
会

　
現
在
40
人
近
く
の
人
に
投
句
し
て

い
た
だ
き
狂
句
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
毎
月
選
者
が
選
ん
だ
句
を
句
集

に
し
、
各
人
に
配
布
し
、
そ
の
中
か

ら
広
報
や
ま
が
の
文
芸
欄
に
掲
載
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
例
会
】

◦�
日
時

　
毎
月
第
２
木
曜
日

　
午
後

１
時
半

◦�

場
所

　
鹿
央
町
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー

◦
投
句
料

　
５
０
０
円
／
月

※�

例
会
に
出
席
で
き
な
い
人
は
、投
句

し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
結
構
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
48
‐
２
５
５
６
（
小
水
流
）

☎
44
‐
６
６
０
４
（
竹
下
）

と
も
び
き
塾

夢
想
庵

◦
日
時

　
５
月
13
日
㈫
午
後
７
時

◦
場
所

　
夢
想
庵

◦�

内
容

　
ホ
タ
ル
見
物

　

　
〜
一
ツ
目
神
社
〜

※�

夢
想
庵
か
ら
バ
ス
送
迎
あ
り
。

◦
会
費

　
５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　
葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
43
‐
２
２
１
１

親
子
で
楽
し
む

は
じ
め
て
の
人
形
劇

山
鹿
子
ど
も
劇
場

　
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
、
大
人
ま
で

楽
し
め
る
「
人
形
劇
団
の
の
は
な
」

代
表
納
富
さ
ん
の
人
形
劇
で
す
。
お

も
し
ろ
い
お
話
と
、
か
わ
い
い
人
形

で
舞
台
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
素
敵
な
観
劇
デ
ビ
ュ
ー
が
で

き
る
と
思
い
ま
す｡

乳
幼
児
の
参
加

も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
観
に
来

て
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時

　
５
月
17
日
㈯

　�

　
　
　
午
後
1
時
半
受
付

◦
場
所

　
山
鹿
市
中
央
公
民
館

◦
参
加
費

　
1
世
帯
５
０
０
円
、
ひ

　
と
り
３
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
44
‐
６
３
７
５

看
護
の
日
イ
ベ
ン
ト

保
利
病
院

◦�

日
時

　
５
月
10
日
㈯
午
後
１
時
〜

３
時
受
付

◦�

場
所

　
保
利
病
院
１
階
診
察
室
待

合
ロ
ビ
ー

◦�

内
容

　
血
圧
・
身
長
・
体
重
測
定
、

血
糖
検
査
、
認
知
症
検
査
、
動
脈

硬
化
検
査(

先
着
50
人)

骨
密
度

検
査(

先
着
10
人)

、
健
康
相
談
、

温
泉
開
放（
午
後
１
時
半
〜
４
時
）

※
来
院
者
に
は
、
グ
ッ
ズ
贈
呈

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
43
‐
１
２
１
２

今井双
ふ た ば

葉さん　　　　　　　　４月４日
出会いの輪

　山鹿中学校出身の今井双葉さん（長崎県立長崎鶴
洋高等学校 3 年生）が中嶋憲正市長を訪問しました。
　今井さんは、2013 年から全日本ボウリング協会
ユースナショナルチームに所属し、昨年 11 月に開
催された内閣総理大臣杯・文部科学大臣杯争奪第 42
回全国都道府県対抗選手権大会で優勝、そのほか多
数の大会で輝かしい成績をおさめています。
　中嶋市長が「得意なことを頑張って続ければ大き
な自信となります。これからも頑張ってください。」
と激励しました。
　今井さんは、長崎県で開催される第 69 回国民体
育大会ボウリング競技の PR ポスターにも起用され、
今後のますますの活躍が楽しみです。

全日本ユースナショナルチームで活躍中

左から中嶋市長、今井さん

浴
衣
で
リ
メ
イ
ク
布
ぞ
う

り
作
り
教
室

桟
敷
茶
屋

◦
日
時

　
５
月
19
日
㈪

　
　
　
　
午
前
11
時
45
分
〜

※
予
約
が
必
要
で
す
。

◦�

場
所

　
桟
敷
茶
屋（
八
千
代
座
前
）

◦�

講
師

　
小
塩
博
子

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
44
‐
８
２
２
１

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
!!

山
鹿
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会

　
熊
本
県
民
体
育
祭
を
前
に
、
山
鹿

市
で
県
の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
大
会
に
あ
わ
せ
て
、
体

験
教
室
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、ア
ー

チ
ェ
リ
ー
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時

　
６
月
１
日
㈰
午
前
９
時

◦
場
所

　
山
鹿
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

　
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

◦�

締
め
切
り

　
５
月
20
日
㈫

　

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
43
‐
２
１
１
３

（
前
田
）



み なん

ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の
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｢万葉の風｣ 鹿央物産館（常設　展示場）
問☎ 36 ‐ 3838（月曜日定休）

⃞▶草木染展　江藤朝子さん
　 期間　５月１日㈭〜 15 日㈭
　 時間　10：00 〜 17：00
⃞▶竹工芸展　相川博さん
　 期間　５月 16 日㈮〜 31 日㈯
　 時間　10：00 〜 17：00

礼
節
を
尊
び
勝
負
に
挑
む

山
鹿
市
空
手
道
連
盟

　
３
月
30
日
、
山
鹿
小
学
校
体
育
館

で
、
平
成
26
年
春
季
山
鹿
市
少
年
少

女
空
手
道
錬
成
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
大
会
は
、
指
導
員
に
よ
る
演
武

に
始
ま
り
、
形
試
合
と
組
手
試
合
の

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
礼
節
を
尊

び
、
勝
負
に
挑
む
子
ど
も
た
ち
の
元

気
一
杯
の
「
気
合
」
が
会
場
に
響
き

渡
っ
て
い
ま
し
た
。

【
道
場
生
募
集
中
】

　
山
鹿
市
空
手
道
連
盟
で
は
、
小
学

生
か
ら
社
会
人
ま
で
空
手
を
習
い
た

い
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
２
５
８
３
‐
５
１
１
４

（
阪
梨
）

復
興
へ
の
願
い
、
千
羽
鶴

に
こ
め
て

鹿
本
農
業
高
等
学
校

　
３
月
11
日
、震
災
か
ら
３
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
、復
興
応
援
物

資
と
し
て
「
み
さ
を
大
豆
粉
の
ホ
ッ

ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
」を
届
け
た
り
、笹

か
ま
ぼ
こ
メ
ー
カ
ー
と
の
「
復
興
商

品
開
発
」プ
ロ
ジェ
ク
ト
な
ど
を
通
し

て
宮
城
県
名
取
市
と
の
交
流
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
11
日
の
慰
霊
祭
に
併
せ
て

名
取
市
に
千
羽
鶴
を
贈
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
２
月
に
行
わ
れ
た
山
鹿
市

社
協
主
催
の
「
福
祉
ま
つ
り
」な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
で
、地
域
の
方
に
も
協
力
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま

た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
交

流
が
始
ま
っ
た
、熊
本
市
立
必
由
館

高
校
（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
）の
皆
さ
ん
か
ら
も

千
羽
鶴
を
預
か
り
、た
く
さ
ん
の
想
い

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦�

日
時
・
内
容

　
５
月
11
日
㈰

　
午
前
11
時
〜
11
時
半
「
山
鹿
中
学

　
校
太
鼓
」

　
５
月
25
日
㈰
午
前
11
時
〜
11
時
半

　「
若
人
三
味
線
」

◦
場
所

　
さ
く
ら
湯

◦
参
加
費

　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
８
９
４
７
‐
４
９
５
０

（
山
本
）

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ 44 ‐ 4835

⃞▶６人展
�　鹿北水彩クラブ６人の作品展です
�　期間　５月１日㈭〜 15 日㈭（日曜日定休）
�　時間　11：30 〜 21：00（最終日は 15：00）

▶小山美津恵絵画展
�　出逢いの風景、静物などを水彩、油彩で描く
�　期間　５月 16 日㈮〜 31 日㈯（日曜日定休）
�　時間　11：30 〜 21：00（最終日は 15：00）

「
脳
の
健
康
教
室
」

参
加
者
募
集

と
も
い
き
セ
ン
タ
ー
薫か

よ
い
ど
う

寄
堂

　
簡
単
な
読
み
書
き
計
算
の
教
材
を

使
用
し
、
日
常
生
活
の
中
で
習
慣
化

す
る
こ
と
で
認
知
症
予
防
・
脳
の
健

康
を
維
持
し
ま
す
。

◦
日
時

　
毎
週
水
曜
日（
９
月
ま
で
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
半

◦
場
所

　
と
も
い
き
セ
ン
タ
ー
薫か

よ
い
ど
う

寄
堂

　
　
　
　（
方
保
田
３
６
３
６
‐
２
）

◦�

参
加
者

　
山
鹿
市
に
住
む
65
歳
以

上
の
人（
送
迎
は
相
談
に
応
じ
ま
す
）

◦
参
加
費

　
３
５
０
０
円
／
月

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
36
‐
９
５
９
２
（
井
本
）



市　民　文　芸

肥
後
狂
句

俳　

句

短　

歌

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

二
月
例
会

そ
り
か
ら
が

　
俺
に
は
案
内
言
わ
っ
さ
ん

伊
藤

　
　
元

そ
り
か
ら
が

　
ゆ
で
汁
か
え
た
ご
つ
な
っ
た

古
川
ひ
ろ
み

見
栄
張
っ
て

　
お
れ
の
お
ご
り
て
言
う
た
も
ん

井
上
芙
美
子

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

三
月
例
会

荒
木
洋
佑
選

良
し
悪
し

　
原
発
稼
働
五
分
と
五
分

古
里
イ
ツ
代

新
入
生

　
鼻
た
れ
た
つ
は
お
ら
ん
た
い

黒
田

　
如
水

ま
だ
何
か

　
言
わ
ん
と
腹
が
ふ
く
る
る
ぞ

酒
井
誠
之
助

よ
か
調
子

　
酒
は
ま
だ
か
て
吠
え
よ
ら
す

米
川

　
楽
人

の
ん
び
り

　
井
戸
端
会
議
や
っ
ぱ
え
え

伊
織
ひ
さ
則

遠
藤
上
気
選

新
入
生

　
世
界
に
翼
拡
げ
に
ゃ
ん新

谷
　
不
動

ま
だ
何
か

　
買
い
忘
れ
ど
ま
し
と
ら
ん
か

鳥
巣
万
年
青

の
ん
び
り

　
七
ッ
星
よ
り
鈍
行
で落

合
　
万
吉

お
も
し
ろ
か

　
狂
句
が
さ
ら
り
出
来
た
時

田
木

　
京
花

よ
か
調
子
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
座
も
射
程
距
離

小
水
流
繁
富

銀
河
俳
句
会

別
れ
ゆ
く
友
に
贈
り
し
福
寿
草

　
　
　
　
　
飯
川

　
貞
子

彼
岸
入
り
母
の
身
支
度
く
割
烹
着

　
　
　
　
酒
井

　
睦
美

咲
き
満
ち
て
桜
の
山
を
間
近
か
に
す

　
　
内
古
閑
ひ
と
み

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

ふ
き
の
と
う
花
の
開
き
て
気
づ
き
け
り

　
　
岩
井

　
照
代

紅
梅
や
家
そ
れ
ぞ
れ
の
紅
の
色

　
　
　
　
　
城
田

　
千
鶴

早
春
の
夕
日
に
染
ま
る
潮
の
紋

　
　
　
　
　
岡
崎
小
貴
子

タ
ッ
プ
俳
句
教
室　

三
月
例
会

山
口
信
博
選

鳴
く
鳥
の
声
を
探
し
て
春
散
歩

　
　
　
　
　
村
上

　
和
代

さ
え
ず
り
の
聞
こ
え
て
足
取
り
軽
く
な
り

　
栄

　
ひ
ろ
み

散
歩
道
お
久
し
ぶ
り
の
鳥
の
声

　
　
　
　
　
村
上
い
ず
み

鹿
本
町
俳
句
教
室　

三
月
例
会

利
光
釈
朗
選

子
供
用
椅
子
を
持
ち
出
し
れ
ん
げ
摘
み

　
　
戒
田
喜
久
子

暖
か
き
一
日
農
事
の
捗
れ
り

　
　
　
　
　
　
福
島

　
幸
代

暖
か
や
心
身
共
に
健
や
か
に

　
　
　
　
　
　
荒
木

　
文
子

山
鹿
俳
句
会　

利
光
釈
郎
選

天
日
の
恵
は
し
か
と
牡
丹
の
芽

　
　
　
　
　
近
藤

　
律
子

鴨
帰
る
先
は
ど
こ
か
と
思
ひ
た
り

　
　
　
　
児
玉

　
徳
夫

牛
の
鼻
つ
や
つ
や
と
照
る
春
日
か
な

　
　
　
本
田

　
孝
子

鹿
本
短
歌
会　

三
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

ひ
ん
や
り
と
大
樽
並
ぶ
酒
蔵
に
香
気
漂
ひ
ほ
ろ
酔
ひ
に
け
り

　
　
　
　
　��

荒
尾
智
恵
子

み
は
る
か
す
阿
蘇
の
連
山
陽
に
映
え
て
な
だ
り
の
緑
春
の
影
さ
す

　
　
　
　
江
良
美
佐
子

雪
止
み
て
三
畳
ほ
ど
の
明
る
さ
の
雲
の
切
れ
間
に
冬
虹
か
か
る

　
　
　
　
　
本
田
真
智
子

石
人
短
歌
会　

三
月
例
会

富
田
豊
子
選

夜
の
更
け
を
ま
ど
ろ
み
て
聞
く
レ
クイ
エ
ム
わ
が
魂
の
し
づ
ま
り
て
ゆ
く

　���

横
手

　
　
淑

喧
噪
と
不
安
を
肩
と
胸
に
受
け
帰
宅
電
車
は
ヨ
ロ
ヨ
ロ
進
む

　
　
　
　
　
　
堀
田

　
恵
美

卒
業
の
唄
の
流
れ
に
芝
桜
祝
い
を
込
め
て
咲
き
た
る
か
紅

　
　
　
　
　
　��

三
森

　
京
子

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会　
四
月
例
会

う
ら
う
ら
と
照
れ
る
春
日
に
う
つ
む
き
て
う
と
う
と
眠
き
水
仙
の
花

　
　
　�

山
口

　
信
博

隣
家
の
お
ば
あ
の
庭
に
咲
き
盛
る
濃
き
紅
の
枝
垂
れ
桜
よ

　
　
　
　���

　
横
尾

　
ト
シ

幾
組
も
き
つ
ね
の
嫁
入
り
あ
る
ら
し
い
明
る
む
野
辺
に
ひ
な
た
雨
ふ
る

　
　
鹿
子
木
泰
子

鹿
北
短
歌
会　

三
月
詠
草

冬
の
歌
奏
で
る
ご
と
く
谷
川
の
枯
れ
た
る
水
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音

　
　
　
　
弓
掛
む
つ
子

色
づ
き
て
は
じ
め
て
気
付
き
ぬ
初
な
り
の
カ
ボ
ス
ち
ぎ
れ
り
語
り
か
け
つ
つ
西
牟
田
節
代

渾
身
の
力
を
つ
く
す
ア
ス
リ
ー
ト
三
位
四
位
の
段
差
の
非
情

　��

　
　
　
　
貞
熊
喜
美
子

菊
鹿
短
歌
会　

三
月
詠
草

温
室
に
爛
漫
と
咲
く
胡
蝶
蘭
蝶
の
ひ
と
つ
も
知
ら
な
い
ま
ま
に

　
　
　
　
片
山

　
陽
子

真
白
な
る
皿
に
蕗
の
か
き
あ
げ
の
春
を
運
び
て
夕
餉
た
の
し
も

　
　
　
　
渕
上
ヨ
シ
子

霜
枯
れ
の
寂
し
く
な
り
し
庭
先
に
柚
子
の
実
幾
つ
熟
れ
て
明
る
し

　
　
　
富
田

　
龍
子

鹿
央
短
歌
会　

三
月
作
品

活
性
剤
教
へ
て
く
れ
し
婿
は
逝
き
伝
来
の
松
甦
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
立
山

　
〆
子

み
ど
り
葉
に
淡
き
ピ
ン
ク
の
花
開
く
山
茶
花
に
見
と
れ
そ
っ
と
手
で
撫
づ��

木
下
志
摩
子

如
月
の
風
に
吹
か
れ
て
庭
先
の
切
干
し
大
根
そ
り
て
乾
け
り

　
　
　
　
　
竹
原

　
黎
子
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新着図書ピックアップ

問い合わせ先
社会教育課　　　　☎ 43 ｰ 1651
ひだまり図書館　　☎ 46 ｰ 1310
鹿北市民センター　☎ 32 ｰ 3111
菊鹿市民センター　☎ 48 ｰ 3111
鹿央市民センター　☎ 36 ｰ 3111

蔵書場所の省略表記
中央公民館図書室　【中央】　ひだまり図書館　　【ひだまり】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

【ひだまり】 【中央】
【ひだまり】

【ひだまり】

よのなかの図鑑
小学館の図鑑プレNEO 図鑑　寺本潔（監修）

　警官は事件がないとき何している?�
子どもはなぜ学校に行く? お金は銀行
で作る?�なぜカードをピッとしただけで
買える?など身近な世の中の「はてな?」
が楽しくわかる図鑑 75テーマ収録。年
中 ~ 低中学年向け、総ルビつきです。

　NHK 連続テレビ小説「花子とアン」
が今春スタート! 花子さんの激動の人生
がこの一冊に。夢と想像力にあふれたア
ンのように、しなやかに、たくましく！秘蔵
写真や新資料を満載。ドラマを10 倍楽
しむためのヴィジュアルブック決定版。

花子とアンへの道－本が好き・仕事が好き・ひとが好き－
村岡恵理 / 著　新潮社

女性のための庭づくりの教科書
主婦と生活

　可愛い雑貨や草花が似合う庭を
DIY!�女性でも難なくできる方法を、て
いねいに手順を追ってイラスト図解。
アーチや枕木の設置�ベランダガーデン
づくりもこの一冊で OK！ガーデンDIY
をおまかせください。

催しスケジュール
中央公民館和室
・おはなし会
　日時▷５月28日㈬　午後３時から
ひだまり図書館（ひだまり改装工事終了のた
め、ひだまり図書館お話室で実施します）
・おはなし会
　日時▷�５月３日㈷・10日㈯・17日㈯

24日㈯・31日㈯  午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
　日時▷�５月６日㈫・13日㈫・20日㈫

27日㈫　　 　 　午前11時から
・プレママタイム（妊婦対象）
　日時▷�５月６日㈫・13日㈫・20日㈫

  27日㈫　 　午前10時45分から

今月の休館日
中央公民館図書室（移転先）
　▷５月26日㈪
ひだまり図書館
　▷５月４日㈷・５日㈷・12日㈪
　　����19日㈪・26日㈪

『やまが肝いりどん』通信
〜肝いりどん事業の内容を一部変更します〜
結婚希望者の登録要件の変更
　年齢に上限を設け、５０歳未満の独身男女とします。
新しい出会いの機会の創設
　１対１の見合いを基本としつつ、登録者同士の婚活イベ
ントを開催し、更なる出会いの機会の充実を図ります。ぜひ、
登録してください。
　今年度の肝いりどん（結婚サポーター）です。真剣に結婚
を考えている方、近くの肝いりどんに気軽に相談ください。
　工藤ハル子　（熊入町）　　　☎ 43− 3463
　竹内美智子　（山鹿）　　　　☎ 44− 6511
　中川ミエ子　（鹿校通）　　　☎ 43− 0545
　池尻　由衣　（熊入町）　　　☎ 09074773302
　福本　義文　（城）　　　　　☎ 44− 4086
　小松　大祐　（名塚）　　　　☎ 43− 5622
　中島　純之　（鹿北町芋生）　☎ 32− 3618
　山口　幸富　（鹿北町岩野）　☎ 32− 2806

　渡辺　敬子　（鹿北町椎持）　　☎ 32− 3380
　上田　博子　（菊鹿町下永野）　☎ 48− 2434
　　　　　　　　　　　　　　　（NPO法人ブレス内）
　田中　由紀　（菊鹿町宮原）　　☎ 48− 2434
　　　　　　　　　　　　　　　（NPO法人ブレス内）
　冨田　正剛　（鹿本町中川）　　☎ 46− 2778
　三嶋　三重　（鹿本町来民）　　☎ 46− 5588
　吉良トミ子　（鹿央町岩原）　　☎ 36− 3252
　竹下　一矢　（鹿央町北谷）　　☎ 36− 3597
　続　　順子　（鹿央町合里）　　☎ 36− 3501
　林　久仁子　（鹿央町千田）　　☎ 36− 2383
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
肝いりどんについての問い合わせ先

…地域生活課　☎４３－１１１４

登 録 者
　男　性　　　７２人
　女　性　　　４６人

交 際 中　　　６組
成 婚　　　３組
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や
ま
が

　
　
　

戦
国
物
語
連載第３回

〜
城じ

ょ
う
む
ら
じ
ょ
う

村
城
跡
と
肥
後
国
衆
一
揆
〜

利
益
が
あ
る
と
勧
誘
す
る
メ
ー
ル
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

【
事
例
】

　「
悩
み
を
聞
く
仕
事
を
す
る
た
め
に
は
ポ
イ
ン
ト

を
購
入
す
る
必
要
が
あ
る
」、
資
産
家
な
ど
を
名
乗

る
人
物
か
ら
「
あ
な
た
に
高
額
の
資
金
援
助
を
す
る

た
め
に
手
続
き
が
必
要
だ
」
な
ど
と
い
う
、
メ
ー
ル

や
広
告
や
チ
ラ
シ
、
内
職
情
報
サ
イ
ト
な
ど
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
に
誘
導
さ
れ

て
、
メ
ー
ル
交
換
を
行
い
、
指
示
さ
れ
る
ま
ま
に
利

用
料
な
ど
を
支
払
っ
た
も
の
の
、
収
入
や
仕
事
は
得

ら
れ
な
い
と
い
う
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。�

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
　�「
お
金
を
あ
げ
る
」「
簡
単
に
高
収
入
」な
ど
の
メ
ー

ル
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
将
来
得
ら
れ
る
と
い

う
収
入
を
前
提
と
し
た
支
払
い
は
避
け
ま
し
ょ

う
。

●
　�

メ
ー
ル
交
換
や
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
度
に
、
サ
イ
ト
利
用
料
（
ポ
イ
ン
ト

購
入
な
ど
）
が
発
生
す
る
場
合
は
、
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

※�

少
し
で
も
疑
わ
し
い
と
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

問
…
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
４
３
‐
１
４
１
３

　
　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

城
村
城
跡
の
時
代
と
歴
史

　

　
城
村
城
跡
は
、
皆
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
城
」
で
は
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
城
村
城
跡
に
は
、
熊
本
城
の
よ
う
な
石
垣
や

天
守
閣
も
あ
り
ま
せ
ん
。
肥
後
（
熊
本
）
で
そ
の
よ
う
な
城
が

建
て
ら
れ
る
の
は
肥
後
国
衆
一
揆
の
後
、加
藤
清
正
が
肥
後
に
や
っ

て
来
た
17
世
紀
初
頭
ご
ろ
に
な
り
ま
す
。

　
で
は
な
ぜ
、城
村
城
跡
が
「
城
跡
」
と
分
か
る
の
で
し
ょ
う
か
？

「
古
い
本
に
書
か
れ
て
い
る
」、「
地
元
で
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
」

な
ど
の
理
由
も
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
も
大
き
な
理
由
は
「
城

を
構
成
し
て
い
た
痕
跡
（
遺
構
）
が
残
っ
て
い
る
」
か
ら
で
す
。

　
中
世
の
お
城
を
構
成
す
る
も
の
は
主
に
①
郭く

る
わ（

広
場
の
こ
と
）、

②
堀
（
大
き
な
溝
）、
③
土ど

塁る
い

（
土
を
盛
り
上
げ
て
壁
の
よ
う
に

し
た
も
の
）
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
が
、
城
村
城
跡
に
は
こ
の
う
ち

郭
と
堀
が
残
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
郭
は
本
丸
、
二
の
丸
、
三
の
丸
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
場

所
で
、
堀
は
埋
ま
り
か
け
て
い
ま
す
が
、
本
丸
の
手
前
に
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…
社
会
教
育
課　

☎
43
‐
１
６
５
１

山鹿郡図（原口泰氏所蔵）に描かれた
城村城跡

中世城の断面イメージ図

城
村
城
跡
周
辺
に
残
る
関
連
遺
跡

　
城
村
城
跡
の
周
辺
に
は
城
に

関
連
す
る
遺
跡
が
残
っ
て
い
ま

す
。
当
時
の
登
城
道
と
思
わ
れ

る
「
切
り
通
し
」
が
城
の
南
東

部
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
近

く
に
円え

ん

通つ
う

寺じ

跡あ
と

と
岩い

わ

地じ

蔵ぞ
う

が

残
っ
て
い
ま
す
。
円
通
寺
跡
に

は
現
在
お
堂
が
建
っ
て
い
て
、

仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

岩
地
蔵
は
岩
に
彫
ら
れ
た
高
さ

50
㌢
ほ
ど
の
地
蔵
像
で
、
全
部

で
20
体
近
く
あ
る
よ
う
で
す
。

国
衆
一
揆
で
亡
く
な
っ
た
人
を

弔と
む
ら

っ
た
も
の
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
下
古
閑
に

は
東と

う

向こ
う

寺じ

と
い
う
お
寺
の
跡
が
あ
り
ま
す
。
山
鹿
郡
誌
抄
に
よ

れ
ば
、
城
氏
の
菩ぼ

提だ
い

所し
ょ

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
城
村
城
跡
か
ら
南
へ
少
し
離
れ
る
と
、
国
衆
一

揆
の
と
き
佐さ

っ
さ々

成な
り

政ま
さ

が
城
村
城
を
攻
め
る
た
め
築
い
た
、
二
つ

の
城
（
付つ

け

城し
ろ

）
跡
が
あ
り
ま
す
。
東
付
城
跡
と
西
付
城
跡
で
す
。

西
付
城
跡
は
、
平
成
４
年
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
堀
跡
な
ど

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
山
鹿
市
の
指
定
文
化
財
と
な
っ

て
い
ま
す
。
も
う
一
方
の
東
付
城
跡
は
圃ほ

じ
ょ
う場

整
備
の
と
き
に
削

ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
堀
の
跡
は
ま
だ
地
下
に
残
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

郭
（曲輪）

土塁

堀
郭

（曲輪）

土塁

円通寺跡岩地蔵

東向寺跡

西付城跡

堀跡
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問…環境課　☎43-7211

環境だより環境だより
◎光化学スモッグとは
　これから、日差しが強くなるに伴い、『光化学スモッグ』が発生しやすい季節にな
ります。気温が 20℃以上で、風が弱く、晴れているのに空に白くもやがかかる日には、
光化学スモッグに注意が必要です。

◎光化学スモッグ注意報とは
　光化学スモッグが発生すると「目
がチカチカする」「のどがイガイガ
する」などの症状が現れることが
あるため、光化学オキシダントの
濃度が基準を超えたら「光化学ス
モッグ注意報」を発令します。注
意報が発令されたら屋外での運動
などをやめ、できるだけ早く室内
に入ってください。
　もし症状が現れたら、水道水などのきれいな水で洗眼、うがいなどを十分に行い休
息してください。それでも回復しない場合や、咳や頭痛などの他の症状が続く場合は、
医師の診察を受けるとともに、市役所や保健所までご連絡ください。

◎光化学スモッグ注意報の発令に注意してください。
　熊本県では、注意報の発令と同時にメールを配信する「大気環境情報メール」サー
ビスを行っています。ぜひ登録いただき、注意報が発令されたら、屋外で運動などを
控えるようにお願いします。なお、このメールで PM2.5 の注意喚起のお知らせも配
信します。

※「大気環境情報メール」登録方法
「sky@123123.tv」に空メールを送信し、自動返信されるＵＲＬにアクセス
して、指示に従って登録してください。　　��　　　QRコードはこちら→

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！



小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

山鹿子育て支援センター　☎ 43‐ 1270　つどいの広場 (おさか童夢 )　☎43‐1155　病後児保育室　☎ 43‐ 1281
鹿北子育て支援センター　☎ 32‐ 3194　第一児童館　　　　　　　☎43‐1128　ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ 48‐ 4660　中央児童センター　　　　☎44‐0057　　　　　　　　☎ 44‐ 8800
鹿本子育て支援センター　☎ 46‐ 2635　児童センター　　　　　　☎46‐4441
鹿央子育て支援センター　☎ 36‐ 2150　鹿本児童館　　　　　　　 ☎46‐4455

広報やまが　2014.5.1　20

　
　菊鹿中学校は、平成 25 年 10 月１日、山鹿市で初
めて、地域の皆様と熟議し協働していくコミュニティ・
スクール（学校運営協議会設置校）に正式に指定され、
地域の方々に協力していただき、体育大会や文化祭な
どの行事、ゲストティーチャーを迎えた授業など、地
域に開かれた学校づくりを推進しています。
　そして、新たに文部科学省より「コミュニティ・ス
クールのマネジメント力の強化に関する実践研究」の
研究指定を受け、これまでの研究を進化・発展させる
もので、コミュニティ・スクールのマネジメント力の
強化により、菊鹿中学校を地域のコミュニティセン

ター化へ発展させる取り組みになります。
　具体的には、コミュニティ・スクール便りの発行や
学校ホームページの充実など、情報発信力の強化や、
地域の人材を活用するコーディネート機能の強化を通
して、地域の方々が気楽に来校して生徒や教職員と交
流することはもちろん、地域の方々が中心になって活
動できる場の提供をしていきたいと考えています。
　いつも自然に地域の方々がいらっしゃる学校、生徒
と先生と地域の方々が共に活動している学校、そんな
素敵な学校にしたいと思います。

コミュニティ・スクール（学校運営協議会）の
充実をめざして

菊鹿中学校

◦菊鹿中学校データ◦　阿蘇品康宏校長　生徒数 178 人

　山鹿市では、保育園や幼稚園に入園していないお子様で、保護者の病気・入院・災害・事故・育児疲れの解消など
の理由で、緊急・一時的にお預かりする子育て支援事業「一時保育事業」を実施しています。
　平成２６年度からは、新たに公立保育園２園を加え、公私立８か所の保育園で「一時保育事業」を実施します。

「一時保育事業」をご存知ですか？

○一時保育が利用できる日数
　原則として、1週間に3日以内、1カ月12日以内
○一時保育の時間
　午前８時３０分～午後５時
　※保育園により受入れ時間が多少異なります。保育園に
　　お尋ねください。
○一時保育の申し込み方
　一時保育を行っている保育園で申し込みを行ってください。
○利用料金

○一時保育に必要なもの
　着替えやお昼寝用の布団など、お子様の年齢や利用時
　間によって違います。詳しくは保育園にお尋ねください。
○一時保育を行っている保育園

料金

１日 1,200 円～ 1,700 円

半日 750 円～ 1,500 円

※お子様の年齢や給食の有無などにより保育園で利用料
　金が異なります。詳しくは保育園にお尋ねください。

ゆりかご乳児保育園 44− 2961

平小城保育園 43− 6084

三玉保育園 43− 6330

山鹿西保育園 44− 5582

山鹿市立かおう保育園 36− 2110

山鹿市立広見保育園 32− 2231

山鹿市立山鹿保育園 (新 ) 43 − 1153

山鹿市立幼慈園 (新 ) 46 − 2360
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ベリーハッピー
三岳保育園☎ 43 − 3874

　数年前の春、小さなクローバー
鉢植えをいただきました。表記に

「しあわせのベリーハッピー」「寒
さに強い」とあり、さっそく肥料
や水やりをし、大切に育てました。
　赤茶色、白斑入り、中でも濃

い緑の茎がどんどん伸び、園庭の固い地面に根をおろしは
じめました。「ときどき四つ葉も出ます」の改良種で、少し
探すと三つ葉、四つ葉、五つ葉、六つ葉と見つけることが
でき、みんなで熱心に数を数えている姿も見られます。
　時には、スケーター、三輪車で緑のフカフカに乗り入れ
る密かな楽しみもあるらしいです。また、ある日突然、土の
中から鋭い爪とキラキラした目のモグラが顔を出し、驚いた
こともありました。
　クローバーを植えたこと
で、困っていた園庭の水
はけの悪さが改善しまし
た。でも本当に良かった
ことは、子どもたちがゆっ
くりと自然観察でき、四つ
葉探しや花つみができる
ようになったことです。

　来民小学校では、400 年以上前から地域に伝わる伝
統工芸品「来民うちわ」について学習を行っています。
　まず、児童は自ら調べて疑問に思ったことや、さら
に詳しく知りたいことなどについて栗川商店へ出かけ
て質問するとともに、制作工程を見学させていただき
ます。

　次に、児童は栗川亮一さんの指導の下、自ら「来民
うちわ」を作る体験活動をします。栗川さんは、児童
の関心意欲を大切にしながら丁寧に指導してください
ます。
　そして、児童は幼稚園や保育園の園児に栗川さんか
ら指導していただいたうちわの作り方を教える交流活

動を行います。（来民小学校では、この
他にも生活科の時間や総合的な学習の
時間を使った「米づくり」など、幼稚
園や保育園との交流活動を積極的に
行っています。）
　運動会では、一人一人の児童が自ら
作ったうちわを手に全校ダンスを踊り
ます。
　このように、児童は、校区に有名な
伝統工芸品があることを誇りに思い、
体験活動などを通して多くのことを学
んでいます。

地域を誇りに思う～伝統工芸の学びから～来民小学校

地域とのつながりを大切に
山鹿西保育園☎ 44 − 5582

　3 月 16 日志々岐ふるさと祭りが開催され、山鹿西保
育園の年長児が「田原坂」と「よへほ節」を踊りました。
　会場には中嶋市長をはじめ、大勢の来賓の方や地域
の皆さん約 200 人が集
まり、楽しいひと時を
過ごしました。
　小学生、新中学生、
新成人、喜寿、米寿を
みんなで祝い、防災炊
き出し訓練（振る舞い
だんご汁）の体験、認
知症の相談など、色々な内容をみんなの協力で実施で
き、地域のつながりの大切さを実感できました。
　これからも色々な体験を通して地域を愛し、「山鹿

に生まれてよかっ
た」「山鹿が大好
き」、そんな子ど
もたちを育んでい
きたいと思いま
す。

◦来民小学校データ◦　宮田恭幸校長　児童数 258 人



このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、
山鹿健康福祉センター内　健康増進課（保健師）☎４３‐００５０
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
１歳６か月児健診
24 年 9 月生
山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

11 12 13 14 15 16 17
３・４か月児健診
26 年 1 月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30 〜 13:45 受付
７・８か月児健診
25 年 9 月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:30 受付

【ひだまり】

すくすく学級
25 年 6 月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00 〜 10:15 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
23 年 1 月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

18 19 20 21 22 23 24
３・４か月児健診
26 年 1 月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

すくすく学級
25 年 6 月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00 〜 10:15 受付

【山健福】

３歳児健診
23 年 1 月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

25 26 27 28 29 30 31
７・８か月児健診
25 年 9 月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

１歳６か月児健診
24 年 9 月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

場所の省略表記 【ひまわり館】　菊鹿健康福祉センター
　　　　　　ひまわり館

【鹿央多目】　鹿央多目的研修センター
【鹿北市民】　鹿北市民センター
【カルチャー】　カルチャースポーツセンター

【山 健  福】　山鹿健康福祉センター
【ひだまり】　鹿本健康福祉センター
　　　　　　（ひだまり）

５健康カレンダー
月

●
憲法記念日

●
みどりの日

母子健康手帳交付時に持参するもの
◦印鑑◦妊娠届出書◦上のお子さんの母子健康手帳
※�母子健康手帳交付の日程で都合が悪い場合は、相談に
応じますので事前にご連絡ください。

乳幼児健診の対象のお子さ
んには個別通知を出してい
ます。届いていない場合は、
健康増進課へ連絡してくだ
さい。

＊ＭＲ（麻しん・風しん）２期
　対象者：平成２０年４月２日〜平成２１年４月１日生まれ

（ＭＲ２期の接種期限は平成２７年３月３１日までとなってい
ます。）
　予防接種の情報は、山鹿市のホームページに掲載して
いますので、ご参照ください。

ＭＲ（麻しん・風しん）の定期予防接種を受けましょう

● こどもの日 ● 振替休日

　麻しんウイルスの感染経路は、空気感染、飛沫感染、
接触感染で、その感染力は非常に強いと言われています。
　風疹は、ウイルスによっておこる急性の発疹性感染症で、
流行は春先から初夏にかけて多くみられます。
　自分が感染しないためだけでなく、周りの人に感染を広
げないためにも予防接種は有効です。子どもさんの体調が
良いときに、定期接種期間内に接種しましょう。

（定期接種期間とは、予防接種法に基づく接種期間で、
自己負担金なく接種できます）
＊ＭＲ（麻しん・風しん）１期
　対象者：１歳〜２歳の誕生日の前日まで

献血にご協力ください
【献血日】５月９日㈮
◦オムロンリレーアンドデバイス株式会社
　受付時間　  9：30 〜 11：30、12：30 〜 16：00
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山鹿市民
医療センター通信

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
44
‐
２
１
８
５

山鹿市民医療センター
循環器内科長

大庭　圭介

元気の
お手伝い

Vol.61

心
房
細
動
に
対
す
る
ワ
ー
フ
ァ
リ

ン
（
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
）
に
替
わ
る

新
し
い
抗
凝
固
薬
に
つ
い
て

調
節
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
他
の

薬
の
影
響
を
受
け
易
い
、
納
豆
が
食

べ
ら
れ
な
い
（
薬
剤
の
効
果
を
打
ち

消
す
た
め
）
な
ど
い
く
つ
か
の
問
題

点
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
と
同
等
の
効

果
が
あ
り
、
か
つ
問
題
点
が
改
善
さ

れ
た
薬
剤
が
、
近
年
３
種
類
認
可
さ

れ
、
一
般
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
新
し
い
抗
凝
固
薬
に
替
え
れ
ば
、

そ
れ
ま
で
は
必
須
で
あ
っ
た
、
月
１

回
前
後
の
通
院
か
つ
毎
回
の
血
液
検

査
が
、
要
ら
な
く
な
る
訳
で
す
。
し

か
し
価
格
は
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
よ
り
高

く
、
合
併
疾
患
に
よ
っ
て
は
使
用
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ど
ん
な
分
野
で
も
新
し
い
薬
に

は
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
担
当
医
や
薬

剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
心
臓
に
は
規
則
正
し
い
リ
ズ
ム
で

働
く
よ
う
に
、
生
理
的
な
ペー
ス
メ
ー

カ
ー
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
心

房
細
動
と
い
う
不
整
脈
で
は
、
心
房

（
心
臓
の
上
の
部
屋
）
か
ら
複
数
の

電
気
が
発
生
し
、
不
規
則
な
脈
と

な
り
ま
す
。
動
悸
や
、
心
不
全
の
結

果
息
切
れ
と
い
う
症
状
を
起
こ
す
ほ

か
、
心
臓
の
部
屋
の
中
で
血
流
が
よ

ど
み
、
血
の
塊
（
血
栓
）
が
出
来
や

す
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
何
か
の
拍

子
に
他
の
臓
器
に
流
れ
て
血
管
が
詰

ま
る
と
、
脳
梗
塞
な
ど
血
栓
症
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

　
心
房
細
動
は
60
歳
を
過
ぎ
る
と

増
加
し
、
80
代
で
は
10
人
に
1
人
に

ま
で
増
え
ま
す
。
合
併
す
る
血
栓
症

を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
血
液
を
サ

ラ
サ
ラ
に
す
る
薬
、ワ
ー
フ
ァ
リ
ン（
ワ

ル
フ
ァ
リ
ン
）
が
有
効
で
、
こ
れ
は

50
年
以
上
の
販
売
実
績
が
あ
る
薬
で

す
。
し
か
し
月
１
回
前
後
の
血
液
検

査
で
、
そ
の
つ
ど
最
適
な
投
与
量
に

平成 26年度ヘルスメイト（食生活改善推進員）養成講座

バランスのとれた食事は健康の基本です。自らの健康状態や生活習慣病の予防方法を知ることのできる講座へ参加して、
健康や食生活について学び、ヘルスメイト（食生活改善推進員）になって、講座で得た知識を家庭や地域で生かしてみ
ませんか？

○募集人数：30 人（定員になり次第締め切り）
○受講料：無料　※調理実習の際には米 0.5 合を持参していただきます。
○場所：山鹿健康福祉センター
○時間：午前 9 時 30 分〜午後１時
○対象：山鹿市在住の方　※男女は問いません。
○申込方法：電話または FAX で住所・氏名・生年月日・電話番号をご連絡のうえ、お申し込みください。
○申込締切：５月 30 ㈮まで
○申し込み・問い合わせ先：健康増進課　栄養士まで（TEL：43 − 0050、FAX：43 − 1164）

○　平成 26 年度カリキュラム

開催日 内容

１ ７月 10 日㈭
開講式
ヘルスメイトとは？

２ ８月７日㈭ 子どもの健康と食事

３ ９月 11 日㈭ 生活習慣病について

４ 10 月９日㈭ 自分の体を知ろう！（血液検査の結果から）

５ 11 月 13 日㈭ 健康づくりのための食生活

６ 12 月２日㈫ 閉講式
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３

山　鹿
　山　鹿　小材サヨ子さん (82)　安武　知信さん (81)
　　　　　吉岡　正敏さん (80)　角田　健一さん (84)
　　　　　園田　博郎さん (74)　村上三千男さん (80)
　　　　　川本　政子さん (99)　平井　文善さん (87)
　　　　　立山　安雄さん (81)　髙木　慶忠さん (71)
　　　　　小森田　茂さん (75)　藤永　孝生さん (81)
　　　　　佐藤　康弘さん (70)
　米　田　横手　元次さん (76)　財津　フミさん (95)
　　　　　大石アイ子さん (81)
　川　辺　松本　正誼さん (84)　寺﨑　孝子さん (81)
　八　幡　前田トメ子さん (95)　竹熊　春子さん (89)
　平小城　石橋　智美さん (55)　古家　政春さん (87)
　　　　　永田シマエさん (85)
　三　岳　一森　　健さん (74)　小柳サエ子さん (87)
　三　玉　立山　仁三さん (88)　井芹　久俊さん (47)
　　　　　井上シゲ子さん (92)　森川　　勝さん (91)
　大　道　川上　秀吉さん (81)

鹿　北
　岩　野　宰川　義幸さん (64)　石貫チサトさん (90)
　　　　　田島　好美さん (83)　田中　蓉子さん (86)
　広　見　中島　一則さん (89)　中村香代子さん (69)
菊　鹿
　内　田　原口トミコさん (88)　栗原　カメさん (106)
　　　　　富田　靖雄さん (80)　合志　則子さん (67)
　六　郷　竹下　駒夫さん (97)　木庭ヤエ子さん (94)
　　　　　小佐井豊一さん (89)　曽我　哲也さん (90)
　城　北　菊川キミ子さん (89)　金光チヨ子さん (88)
　　　　　大塚ヒデ子さん (88)　井手上ヤエ子さん (93)
　　　　　松岡　彌勒さん (92)
鹿　本
　来　民　森山　德子さん (88)　酒井ミチコさん (87)
　　　　　渡邊　祐典さん (87)　財木キミ子さん (89)
　稲　田　髙良　篤爾さん (87)　佐藤　博美さん (92)
　中　富　後藤　悦子さん (89)
鹿　央
　千　田　山下　信親さん (84)
　米野岳　森田セツ子さん (81)
　山　内　住江　昭代さん (87)　⻆田　隆文さん (76)
　　　　　益田小夜子さん (95)

う ぶ ご え

お く や み

およろこび

山　鹿
　山　鹿　水川　丈

じょうじ

士さん　古川　千
ち ひ ろ

裕さん
　　　　　宮川　愛

あ い な

梛さん
　米　田　中川　朝

あ さ ひ

陽さん
　川　辺　塚本　大

おおすけ

祐さん
　八　幡　嶋田　礼

れ お

凰さん　笠原　莉
り こ

瑚さん
　　　　　竹熊　佐

さ わ

和さん　田方　万
ま ひ ろ

尋さん
　　　　　内田　健

けんせい

晴さん
　三　岳　西田　仁

に こ

香さん
　三　玉　松尾播

は や と

矢斗さん
　大　道　谷口　暖

は る か

和さん　松井　裕
ひ ろ き

貴さん
　　　　　山下　恭

きょうへい

平さん

※３月中の届出のうち、本庁・総合支所で受け付けた掲載希望者分を掲載しています

鹿　北
　岳　間　片山　陽

ひ な

菜さん
　岩　野　渡辺　咲

さ き

妃さん　中原　栞
か ん な

愛さん
　広　見　松延　愛

あ い か

華さん
菊　鹿
　六　郷　東　　美

み あ

逢さん
鹿　本
　来　民　野坂　陽

は る き

希さん　隈部　　涼
りく

さん
　　　　　西坂　真

ま ほ

穂さん
　中　富　仲島　白

は く ろ

鷺さん
鹿　央
　千　田　富田　りおさん　髙森　美

み う

羽さん
　米野岳　森　　心

み や び

雅さん

山　鹿
　山　鹿　米川　孝則さん♥川上久美子さん
　　　　　伊藤　弘幸さん♥矢野　弥生さん
　　　　　西村　　凌さん♥中川　真優さん
　　　　　大塚　浩貴さん♥古澤　幸実さん
　　　　　瀬田　雅俊さん♥多田隈里奈さん
　　　　　藤本　　卓さん♥馬場佐由里さん
　川　辺　瀬口　翔太さん♥村田　愛海さん
　三　岳　大坪　　豪さん♥永田　美和さん
　三　玉　田中　　勇さん♥池上　寿子さん
　　　　　藤吉　　誠さん♥冨田裕香里さん
　大　道　本田　　育さん♥池田　歩美さん
　　　　　椿　　裕介さん♥中川　恵さん
　　　　　永田　智張さん♥古川　侑希さん

鹿　北
　岳　間　古川　仁一さん♥富田　仁美さん
　岩　野　中村　友一さん♥野中　佳世さん
　　　　　中野　浩大さん♥田上　りなさん
　広　見　松尾　勝一さん♥池田　里美さん
菊　鹿
　六　郷　高木　善彦さん♥上田　紋華さん
　城　北　徳丸　達弥さん♥中村　優花さん
　　　　　井上　和也さん♥堤　扶仁子さん
鹿　本
　来　民　水上　　明さん♥上村　千尋さん
　稲　田　立花　浩平さん♥松岡　円香さん
鹿　央
　千　田　城　　祐樹さん♥村山　智穂さん
　　　　　古川　　涼さん♥平川　美佐さん
　米野岳　竹原　功平さん♥国岡　里絵さん

問い合わせ先…市民課　☎４３－１１６９およろこび・うぶごえ・おくやみ
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入札結果の報告（３月分）
※�落札価格 500 万円以上の工事を

掲載（落札額は消費税を含む）

問財務課監理契約室　☎ 43 ‐ 1118

　
熊
本
県
で
は
、「
特
定
不
妊
治
療
」
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、
新
た
に
助
成
制

度
を
利
用
さ
れ
る
方
の
う
ち
、
初
め
て
助
成

を
受
け
る
際
の
治
療
開
始
時
の
妻
の
年
齢
が

40
歳
未
満
の
場
合
、
年
間
助
成
回
数
と
通
算

助
成
期
間
の
限
度
は
廃
止
さ
れ
、
通
算
助
成

回
数
は
６
回
ま
で
と
な
り
ま
す
。（
新
制
度

適
応
）

◦ 

対
象
治
療
法

　
体
外
受
精
、
顕
微
授
精

◦ 
助
成
額

　
１
回
の
助
成
額
の
上
限
15
万
円

（
た
だ
し
、
治
療
ス
テ
ー
ジ
Ｃ
お
よ
び
Ｆ

の
治
療
の
場
合
は
、
上
限
７
万
５
千
円
）

◦ 

助
成
回
数

　
①
新
制
度
適
応
の
場
合

　
通
算
６
回
ま
で

　
②�

現
行
制
度
適
応
の
場
合

　
１
年
度
目
は

３
回
ま
で
、
２
年
度
目
以
降
は
年
２
回

を
限
度
に
、
通
算
５
年
間
お
よ
び
通
算

10
回
を
超
え
な
い
回
数

◦ 

所
得
制
限

　
夫
婦
の
所
得
の
合
計
額
が

７
３
０
万
円
未
満
（
児
童
手
当
用
）

◦ 

申
請
書
提
出
先

　
山
鹿
保
健
所

※�

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

不
妊
に
関
す
る
悩
み
な
ど
の
相
談
は
、
不
妊

専
門
相
談
で
受
け
て
い
ま
す
。

◦ 

不
妊
専
門
相
談
電
話

　
☎
０
９
６
‐
３
８
１
‐
４
３
４
０

　（
熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
内
）

　
月
〜
土
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

問
山
鹿
保
健
所

　
　
　
　
☎
44
‐
４
１
２
１

　
熊
本
県
子
ど
も
未
来
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
０
９

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
の

対
象
範
囲
が
か
わ
り
ま
す

お知
せら

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
は
、
75
歳
以
上

（
満
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
）
の
人
の
ほ
か
に
、

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
人
で
、
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
認
定
を
受
け
れ
ば
、
認
定
日
か
ら
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。
加
入

は
任
意
で
、一
度
認
定
を
受
け
て
も
撤
回
し
、

い
つ
で
も
他
の
健
康
保
険
に
移
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
国
保
年
金
課
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦ 

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
人
と
は

　

◦�

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
１
級
か
ら
３

級
、
４
級
の
一
部
の
人

◦�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
２
級

を
持
つ
人

◦
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２
を
持
つ
人

◦�

障
害
基
礎
年
金
１
級
・
２
級
の
年
金
証
書

を
持
つ
人
な
ど

問 

国
保
年
金
課

　
　
　
　
☎
43
‐
１
５
７
６

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

加
入
に
つ
い
て

お知
せら

高
速
道
路
沿
線
に
土
地
を

所
有
す
る
皆
さ
ん
へ

　
最
近
、
強
風
に
よ
り
高
速
道
路
沿
線
の
土

地
か
ら
高
速
道
路
上
へ
竹
な
ど
が
倒
れ
こ
ん

で
高
速
道
路
を
走
行
す
る
自
動
車
に
衝
突
す

る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
高
速
道
路
沿
線
に
土
地
を
所
有
し
、
高
速

道
路
へ
の
危
険
が
予
知
さ
れ
る
場
合
は
、
伐

採
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
高
速
道
路
上
へ
竹
な
ど
が
倒
れ
込
む
可
能

性
が
あ
る
場
合
、
や
む
な
く
西
日
本
高
速
道

路
株
式
会
社
に
て
伐
採
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
高
速
道
路
ご
利
用
の
皆
さ
ん
が
安
全
快
適

に
走
行
す
る
こ
と
を
願
い
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
九
州
支
社

　
熊
本
高
速
道
路
事
務
所

☎
０
９
６
5
‐
39
‐
０
７
１
１

お知
せら

入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）
3/11 平成 25 年度米田東部地区処理施設建設（建築）工事 長坂地内 ㈱エスケーホーム 54,371,520
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今
月
の
納
税

◦ 
固
定
資
産
税
（
第
１
期
）

◦ 
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

◦ 

納
期
限　

６
月
２
日
㈪

※
軽
自
動
車
の
口
座
振
替
に
限
り
、
５
月
20

　
日
㈫
が
振
替
日
で
す
。

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦ 

夜
間
（
平
日
）　
５
月
８
日
㈭
〜
30
日
㈮

　

午
後
５
時
半
〜
８
時

◦ 

休
日
（
日
曜
）　
５
月
11
日
㈰
・
18
日
㈰

25
日
㈰　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◦
場
所　

税
務
課

※ 

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課
収
納
係

　
　
　
☎
43
‐
１
１
４
４

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
申
請
で
減
免
さ
れ

ま
す
。

【
固
定
資
産
税
】

◦
生
活
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

◦�

公
益
の
た
め
に
専
用
さ
れ
て
い
る
固
定
資

産
を
有
す
る
人
（
有
料
で
使
用
す
る
も
の

を
除
く
）

◦ 

申
請
期
限

　
５
月
26
日
㈪

◦ 

必
要
書
類

　
納
税
通
知
書
・
印
鑑

【
軽
自
動
車
税
】

◦
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
「
Ａ
」
の
人

◦�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
等
級
が

「
１
級
」
の
人

◦�

身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
主
に「
３
級
」

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税

の
減
免

お知
せら

の
自
動
車
税
が
軽
減
さ
れ
、
一
定
年
数
を
経

過
し
た
環
境
負
荷
の
大
き
い
自
動
車
は
自

動
車
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

◦
自
動
車
税
が
加
算
さ
れ
る
自
動
車

・
ガ
ソ
リ
ン
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車

　
平
成
13
年
３
月
31
日
以
前
の
登
録
の
も
の

・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

　
平
成
15
年
３
月
31
日
以
前
の
登
録
の
も
の

【
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
】

　
来
年
度
か
ら
口
座
振
替
を
希
望
す
る
人

は
、
金
融
機
関
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
で
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
。
毎
年
、
納
付
の
た
め

に
金
融
機
関
な
ど
へ
出
向
く
必
要
が
な
く
な

り
大
変
便
利
で
す
。

問 

熊
本
県
県
北
広
域
本
部

　
収
税
課

☎
０
９
６
８
‐
25
‐
４
１
１
６

以
上
の
人

◦�

戦
傷
病
者
手
帳
の
障
害
程
度
が
主
に
「
３

項
症
、
３
款
症
」
以
上
の
人

※�

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
に
つ

い
て
は
、
障
害
の
種
類
（
視
覚
、
肢
体
等
）

に
よ
り
減
免
の
対
象
と
な
る
等
級
が
異
な

り
ま
す
。

◦ 

申
請
期
限

　
５
月
26
日
㈪

◦ 

必
要
書
類

　

◦
昨
年
度
の
申
請
内
容
に
変
更
が
な
い
人

　�

身
体
障
害
者
等
継
続
申
請
書
（
郵
送
可
）・

印
鑑

◦�

昨
年
度
の
申
請
内
容
に
変
更
が
あ
る
人
、

ま
た
は
初
め
て
申
請
す
る
人

　�
各
種
障
害
者
手
帳
・
自
動
車
検
査
証
・
運

転
免
許
証
・
納
税
通
知
書
・
印
鑑

※�

税
務
課
か
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課
固
定
資
産
税
係
☎
43
‐
１
１
２
１

　
税
務
課
市
民
税
係

　
　
☎
43
‐
１
１
２
０

　
平
成
26
年
１
月
か
ら
、
記
帳
・
帳
簿
等
の

保
存
制
度
の
対
象
と
な
る
人
が
拡
大
さ
れ
、

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得

を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
す
べ
て
の
人
（
所

得
税
の
申
告
が
必
要
な
い
人
も
含
ま
れ
ま

す
）
が
、
売
上
げ
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕
入

れ
や
経
費
に
関
す
る
金
額
等
を
帳
簿
に
記
載

し
、
そ
の
帳
簿
や
取
引
に
係
る
請
求
書
・
領

収
書
な
ど
の
書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
な
お
、
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(w

w
w.nta.go.jp)

の「
個

人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
の
帳
簿
の
記

載
・
記
録
の
保
存
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度

の
対
象
者
拡
大

お知
せら

　
春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣
立
ち
し
た

ヒ
ナ
が
落
ち
て
い
て
も
、
必
ず
親
鳥
が
保
護

し
ま
す
の
で
拾
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
熊
本
県
で
は
５
月
10
日
か
ら
の
１

カ
月
間
を
指
導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、
違

法
捕
獲
等
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
メ
ジ
ロ
・
ホ
オ
ジ
ロ
の
愛
が
ん
飼

養
目
的
の
捕
獲
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
の
乱
獲

を
助
長
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平

成
24
年
4
月
1
日
よ
り
、
新
た
な
捕
獲
の
許

可
は
し
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
農
林
整
備
課
、
ま
た
は
熊
本

県
鹿
本
地
域
振
興
局
林
務
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
農
林
整
備
課

　
　
　
　
☎
43
‐
１
５
７
１

　
鹿
本
地
域
振
興
局
林
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
44
‐
２
１
３
５

野
鳥
保
護
お
よ
び
指
導
取
締

強
化
月
間
に
つ
い
て

お知
せら

【
自
動
車
税
の
納
付
は
６
月
２
日
ま
で
】

　
自
動
車
税
の
納
付
通
知
書
を
５
月
始
め
に

送
り
ま
す
。納
期
限
の
６
月
２
日
㈪
ま
で
に
、

山
鹿
市
役
所
、
お
近
く
の
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
県
の
各
広
域
本
部
、

自
動
車
税
事
務
所
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【�

環
境
へ
の
配
慮
か
ら
自
動
車
税
の
税
額
が

加
算
さ
れ
ま
す
】

　
排
気
ガ
ス
や
燃
費
性
が
優
れ
た
環
境
負
荷

の
小
さ
い
自
動
車
（
新
車
）
は
登
録
の
翌
年

自
動
車
税
に
つ
い
て

お知
せら

さ
い
。

　
ま
た
、
税
務
署
が
実
施
す
る
「
記
帳
説
明

会
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

の
所
得
税
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
山
鹿
税
務
署

　
　
　
☎
44
‐
２
１
８
１
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〈 

有
料
広
告 

〉

※堆肥は在庫に限りがありますので
　お問い合わせのうえお越しください。

クリーン健康社ごみ処理･資源回収
何でもお任せ！
○家庭ごみ
○事業所ごみ
○廃品回収など

堆肥を無料で差し
上げます！
生ごみなどを原料とするリ
サイクル堆肥です。
農業・家庭菜園にご使用
ください。

☎０９６８(４３)６３４８
山鹿市鍋田 1507-2
ｽﾘｰ･ｱｰﾙ･ｾﾝﾀｰ内

　
6
月
1
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
日
で
す
。

　
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時

　
６
月
２
日
㈪

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦ 

場
所

　

　
山
鹿
地
区

　
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
鹿
北
地
区

　
鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー

　
菊
鹿
地
区

　
菊
鹿
市
民
セ
ン
タ
ー

　
鹿
本
地
区

　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

　
鹿
央
地
区

　
鹿
央
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

◦ 

相
談
員

　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
山
鹿

支
局
職
員

問 

法
務
局
山
鹿
支
局

　
　
☎
44
‐
２
４
１
１

　
人
権
政
策
課

　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
９
９

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
人
権
相
談
所

相談

　
働
く
事
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
な
ど
に

対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
が
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
一
人
一
人
の
状
況
に

合
っ
た
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
就
労
で
悩
ん
で
い
る
人

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時

　
５
月
20
日
㈫
・
６
月
3
日
㈫
・

　
６
月
17
日
㈫

　
午
後
２
時
〜
５
時

◦ 

場
所

　
山
鹿
市
役
所
別
館
２
階
会
議
室

◦ 
対
象
者

　
お
お
む
ね
15
歳
〜
39
歳
の
方
や

　
　
　
　
そ
の
家
族

問 
た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョン

　
　
　
　
　
☎
０
９
６
８
‐
74
‐
０
０
０
７

若
者
就
職
相
談
会
と

支
援
セ
ミ
ナ
ー

相談

　
行
政
に
関
す
る
意
見
や
要
望
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◦ 

日
時

　
５
月
29
日
㈭

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦ 

場
所

　
山
鹿
市
役
所
３
階
第
２
会
議
室

◦ 

相
談
員

　
行
政
評
価
事
務
所
職
員
・

　
　
　
　
　
行
政
相
談
委
員

【
行
政
相
談
委
員
】（
敬
称
略
）

山
鹿
地
区

　
島
田

　
裕
子
☎
44
‐
５
５
１
９

鹿
北
地
区

　
北
原
真
留
美
☎
32
‐
３
６
０
４

菊
鹿
地
区

　
小
澄

　
　
隆
☎
48
‐
３
２
０
２

鹿
本
地
区

　
森
本

　
弘
毅
☎
46
‐
２
６
８
２

鹿
央
地
区

　
中
山

　
知
博
☎
36
‐
２
２
１
５

問
熊
本
行
政
評
価
事
務
所

　
☎
０
９
６
‐
３
２
４
‐
１
６
６
２

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

相談

　
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
は
、

憲
法
週
間
で
す
。
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時

　
５
月
19
日
㈪

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦ 

場
所

　
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
　
　
　
山
鹿
支
部

◦ 

担
当
相
談
員

　
弁
護
士
、
民
事
・
家
事
調

停
委
員
、
法
務
局
職
員

◦ 

相
談
内
容

　
民
事
・
刑
事
の
法
律
問
題
、

破
産
問
題
、
離
婚
・
相
続
な
ど
の
問
題
、

登
記
、
人
権
問
題
な
ど

問
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部

　
☎
44
‐
５
１
４
１

専
門
家
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

相談

　

山
鹿
市
立
博
物
館
友
の
会
記
念
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
を
希
望
す
る
人
は
博
物
館
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時

　
５
月
17
日
㈯

　
午
後
２
時
半
〜

◦ 

場
所

　
山
鹿
市
立
博
物
館

◦ 

演
題

　「
熊
本
の
め
が
ね
橋
考
」

◦ 

講
師

　
東
陽
石
匠
館
館
長

　
上
塚
尚
孝
氏

問 

山
鹿
市
立
博
物
館

　
　
☎
43
‐
１
１
４
５

博
物
館
友
の
会
記
念
講
演
会

の
開
催
に
つ
い
て

お知
せら

　
食
生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
意
識
の
向
上

を
目
的
と
し
て
、
男
性
料
理
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

◦ 
対
象
者

　
市
内
在
住
お
よ
び
勤
務
の
男
性

◦ 
日
時

　
6
月
〜
2
月
ま
で
の
年
5
回

　
　
　
　

午
前
９
時
半
〜
午
後
０
時
半

◦ 

場
所

　
ひ
だ
ま
り

◦ 

年
会
費

　
２
、５
０
０
円
（
材
料
費
）

◦ 

定
員

　
30
人

問 

鹿
本
地
区
公
民
館
（
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
）

☎
46
‐
５
０
７
５

男
性
料
理
教
室
講
座

受
講
生
募
集

募集



広報やまが　2014.5.1　28

ありはら石材
〒861ｰ0535　山鹿市南島865ｰ1

44-5248御先祖様を大切に

お盆セール

総
合
石
材
商
社
認
定

安 

心 

店

TEL
〈 

有
料
広
告 

〉

◦ 

日
時

　
６
月
11
日
㈬

　
午
後
１
時
半

◦ 

場
所

　
メ
ル
パ
ル
ク
熊
本

◦ 

演
題

　「
こ
の
国
で
起
き
て
い
る
本
当
の

事
」
政
治
経
済
か
ら
地
球
環
境
問
題
ま
で

◦ 
講
師

　
辛
坊
治
郎
さ
ん

◦ 
定
員

　
申
し
込
み
先
着
４
５
０
人

◦ 

募
集
期
限

　
５
月
19
日
㈪

※�

申
し
込
み
方
法
は
、
ホ
ー
ム
ペー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　http://w
w
w.kum

am
oto-kankyo.jp/

問 

熊
本
県
環
境
保
全
協
議
会
事
務
局

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
７
７
７

熊
本
県
環
境
保
全
協
議
会
設

立
20
周
年
記
念
講
演
会

募集

　
歴
史
に
興
味
が
あ
り
、
お
客
様
と
接
す
る

こ
と
が
好
き
な
人
な
ら
ど
な
た
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
説
明
ガ
イ
ド
活
動
を
通
し
て
多
く
の

人
と
出
会
い
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

歴
史
公
園
鞠
智
城
説
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

事
務
局

　
　
　
　
　
　
☎
48
‐
３
１
７
８

鞠
智
城
説
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
員
募
集

募集
【
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物

��

耐
震
診
断
事
業
】

◦ 

申
請
受
付
予
定
数

　
１
棟

◦ 

１
戸
当
た
り
補
助
上
限
額

　
60
万
円

【
戸
建
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
】

◦ 

申
請
受
付
予
定
数

　
１
戸

◦ 

１
戸
当
た
り
補
助
上
限
額

　
80
万
円

※�

受
け
付
け
は
先
着
順
で
す
の
で
、
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
補
助
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
申
請
を
希
望
す
る
人
は
都
市

計
画
課
へ
相
談
す
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

都
市
計
画
課

　
　
　
　
☎
43
‐
１
５
９
１

ま
す
。

◦ 

募
集
箇
所　

山
鹿
市
全
域
（
た
だ
し
菊
鹿

圏
域
、
鹿
央
・
米
田
圏
域
を
優
先
し
て
選

定
し
ま
す
）

◦ 

募
集
要
件

　
原
則
と
し
て
山
鹿
市
内
で
介

護
保
険
事
業
ま
た
は
医
療
・
福
祉
事
業
等

の
運
営
の
実
績
・
経
験
の
あ
る
法
人
で
関

係
事
業
者
と
の
連
携
や
人
材
の
確
保
が
可

能
で
あ
る
こ
と
。
整
備
施
設
は
原
則
と
し

て
既
存
施
設
等
を
活
用
し
、
地
域
の
高
齢

者
が
集
ま
り
や
す
い
場
所
で
あ
る
こ
と
。

平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
に
工
事
完
了
で

き
る
こ
と
。

◦ 

募
集
期
限　

５
月
20
日
㈫

◦ 

補
助
金
額　

1
カ
所
あ
た
り
上
限

　
　
　
　
　
　
７
５
０
万
円

問 

長
寿
支
援
課

　
　
　
　
☎
43
‐
１
０
７
７

【
古
文
書
講
座
】

山
鹿
市
に
残
る
江
戸
時
代
の
古
文
書
を
主
な

教
材
と
し
て
「
く
ず
し
字
」
の
読
解
に
挑
戦

し
ま
す
。

◦ 

日
時

　
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
（
5
月

は
第
４
土
曜
日
の
み
実
施
し
ま
す
）

　

午
前
９
時
半
〜
11
時
半

　
開
講
式
は
5
月
24
日
㈯
午
前
9
時
半
〜

　
引
き
続
い
て
初
回
講
座
と
な
り
ま
す
。

◦ 

場
所

　
山
鹿
市
立
博
物
館

◦ 

受
講
料

　
５
千
円

◦ 

定
員

　
20
人

◦ 

申
込
期
限　

５
月
16
日
㈮

問 

山
鹿
市
立
博
物
館

　
　
☎
43
‐
１
１
４
５

�【
陶
芸
自
主
講
座
】

◦ 

日
時

　
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

　

午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時
半

◦ 

場
所

　
山
鹿
市
立
博
物
館

◦ 

受
講
料

　
１
万
円
（
材
料
費
別
）

☎
０
９
０
‐
８
８
３
３
‐
９
４
３
９

（
伊
豆
永
）

博
物
館
講
座
受
講
生
募
集

募集

山
鹿
市
建
築
物
耐
震
化
事
業

申
請
募
集

募集
　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
手
さ
れ
た

建
築
物
の
所
有
者
な
ど
に
、
耐
震
診
断
・
耐

震
改
修
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
戸
建
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
】

◦ 

申
請
受
付
予
定
数

　
２
戸

◦ 

１
戸
当
た
り
補
助
上
限
額

　
８
万
円

　
第
５
期
山
鹿
市
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
地
域
の
高
齢
者
や
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
拠
点
と
な
る
介
護
予
防
拠
点
を
生

活
圏
域
ご
と
に
整
備
す
る
た
め
、
基
盤
整
備

お
よ
び
事
業
を
実
施
す
る
事
業
者
を
募
集
し

山
鹿
市
介
護
予
防
拠
点
整
備

事
業
募
集

募集
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〈 

有
料
広
告 

〉

　
訓
練
は
も
の
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
就
職

に
結
び
つ
き
や
す
い
内
容
で
す
。

◦ 

募
集
科
・
募
集
人
員

　

　
①
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
加
工
科
（
18
人
）

　
②
金
属
加
工
科
（
18
人
）

　
③
建
設
機
械
科
（
16
人
）

　
④
設
備
保
全
サ
ー
ビ
ス
科
（
16
人
）

　
⑤
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
（
18
人
）

◦ 

募
集
期
間

　
５
月
１
日
㈭
〜
29
日
㈭

◦ 

訓
練
説
明
会

　
５
月
14
日
㈬
午
前
９
時
半

〜
午
後
３
時
半

◦ 

筆
記
試
験
・
面
接
日　

６
月
6
日
㈮

◦ 

入
所
日

　
７
月
1
日
㈫

◦ 

訓
練
期
間

　
６
カ
月

◦ 

必
要
経
費

　
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教

科
書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

◦ 

申
込
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　
☎
０
９
６
８
‐
24
‐
８
６
０
９

問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

☎
０
９
６
８
‐
62
‐
０
１
７
９

公
共
職
業
訓
練
平
成
26
年
度

7
月
期
生
募
集

募集
◦ 

日
時

　
5
月
12
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
正
午

◦ 

場
所

　
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

◦ 

内
容

　
身
長
・
体
重
測
定
、
血
圧
測
定
、

血
糖
・
体
脂
肪
測
定
、
健
康
相
談

問 

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー☎

43
‐
２
１
８
５

看
護
の
日
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

催し

　
60
歳
以
上
の
男
性
、
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
せ
ん
か
？

　「
包
丁
も
持
っ
た
こ
と
の
な
い
人
」「
何
も

し
た
こ
と
が
な
い
人
」
大
歓
迎
で
す
。
将
来

の
自
分
自
身
の
た
め
に
、
奥
様
の
た
め
に
ご

家
族
の
た
め
に
キ
ッ
チ
ン
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
シ
ニ
ア
男
性
料
理
教
室
を
き
っ
か
け

に
、生
き
生
き
し
た
生
活
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

◦ 

対
象
者

　
60
〜
70
代
の
男
性

◦ 

日
程

　
６
月
〜
11
月
ま
で
の
年
6
回

◦ 
場
所

　
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

◦ 
内
容

　
ご
く
簡
単
な
料
理
か
ら
、
酒
の
つ

ま
み
一
品
ま
で

◦ 

参
加
費

　
３
千
円
（
６
回
分
）

◦ 

定
員

　
20
人

◦ 

申
込
期
限

　
5
月
23
日
㈮

問 

・　

長
寿
支
援
課

　
　
☎
43
‐
１
０
７
７

シ
ニ
ア
男
性
の

キ
ッ
チ
ン
デ
ビ
ュ
ー

募集
申

◦ 

日
時

　
５
月
３
日
㈷

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
受
付

◦ 

場
所

　
山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ

ル
、
古
代
の
森
周
辺

◦ 

内
容

　
４
km
コ
ー
ス
を
利
用
し
て
、
速

さ
を
競
う
の
で
は
な
く
、
指
定
さ
れ
た

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
ク
イ
ズ
や
課
題
に

挑
戦
し
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
ま
す

◦ 

参
加
料

　
１
人
百
円
（
自
転
車
利
用
料
は

別
途
必
要
）

◦ 

参
加
資
格

　
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
自
転
車
利
用

者
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
の
参
加
を
原
則
と
し

ま
す
。
高
校
生
以
上
が
１
人
以
上
参
加
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
山
鹿
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

☎
43
‐
１
１
３
６

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
大
会

催し

　
国
見
山
は
、
鹿
北
町
で
唯
一
標
高
１
、

０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
を
誇
る
山
で
す
。
自
生

す
る
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
新
緑

の
季
節
に
登
山
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◦ 

日
時

　
５
月
11
日
㈰

　
　
　
　
午
前
８
時
半
〜
受
付
開
始

　
　
　
　
午
前
９
時
半
〜
安
全
祈
願

　
　
　
　
安
全
祈
願
終
了
後
登
山
開
始

◦ 

場
所

　
国
見
山
登
山
道
入
口

問
鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
３
１
１
１

国
見
山
山
開
き

催し
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〈 

有
料
広
告 

〉

　
山
鹿
市
難
病
友
の
会
「
き
ず
な
の
会
」
で

は
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
一
般
の
方
も
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時

　
５
月
28
日
㈬

　
午
後
２
時
半
〜

◦ 

場
所

　
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
視
聴
覚
室

◦ 

演
題

　「
人
生
い
つ
ま
で
も
若
く
あ
る
た

め
に
」
〜
セ
ン
テ
ナ
リ
ア
ン
（
百
寿
者
）

を
目
指
し
て
〜

◦ 
講
師

　
熊
本
機
能
病
院

　
　
　
　
会
長
・
総
院
長

　
米
満
弘
之
先
生

◦ 

参
加
費

　
無
料

◦ 

申
込
期
限

　
５
月
21
日
㈬

※�

当
日
は
駐
車
場
が
限
ら
れ
ま
す
。
公
共
交

通
機
関
の
ご
利
用
を
願
い
ま
す
。

問
・　
「
き
ず
な
の
会
」
事
務
局

　
　（
山
鹿
保
健
所
内
）　
☎
44
‐
４
１
２
１

山
鹿
市
難
病
友
の
会

「
き
ず
な
の
会
」
講
演
会

催し
申

　
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時

　
６
月
３
日
㈫

　
　
　
　
午
後
２
時
半
〜
３
時
半

◦ 

場
所

　
熊
本
県
庁
地
下
大
会
議
室

◦ 

講
師

　
モ
バ
イ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
所

代
表

　
松
川
由
美
さ
ん

問 

・　

熊
本
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
（
熊

本
県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課
内
）

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
９
４

n
０
９
６
‐
３
８
２
‐
７
４
０
３

青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

安
全
利
用
に
関
す
る
講
演
会

催し
申

◦ 

日
時

　
６
月
28
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
０

時
半

◦ 

場
所

　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦ 

内
容

　「
琥
珀
」
を
削
っ
て
勾
玉
を
つ
く

り
ま
す

◦ 

材
料
代

　
８
７
０
円

◦ 

募
集
開
始

　
5
月
1
日
㈭
か
ら

◦ 

募
集
人
数

　
先
着
１
０
０
人

問
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
☎
36
‐
２
１
５
１

琥こ

は

く珀
勾ま

が
た
ま玉
づ
く
り

催し

◦ 

日
時

　
５
月
３
日
㈷
〜
６
日
㉁

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◦ 

場
所

　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦ 

内
容

　
古
代
勾
玉
づ
く
り
、
古
代
火
お
こ

し
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ

く
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ン
バ
ッ
ジ
づ
く
り

な
ど

※
材
料
代
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

※
5
月
5
日
㈷
午
前
10
時
半
〜
11
時

　
く
ま
モ
ン
と
こ
ろ
う
君
が
登
場
し
ま
す
。

問
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
☎
36
‐
２
１
５
１

こ
ふ
ん
か
ん
へ

５
・
５
・
ＧO
催し

◦ 

日
時

　
５
月
３
日
㈷
〜
６
日
㉁

　
　
　
　
午
前
10
時
、
午
後
２
時
の
２
回

◦ 

場
所

　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦ 

内
容

　
装
飾
古
墳
館
長
が
園
路
と
館
内
を

ご
案
内
し
ま
す
（
1
時
間
程
度
）

　
①
鹿
央
物
産
館
〜
古
墳
館
コ
ー
ス

　
　
３
日
、
5
日

　
②�

県
下
最
大
級
前
方
後
円
墳
古
墳
群
〜
古

墳
館
コ
ー
ス

　
４
日
、
6
日

◦ 

参
加
費

　
大
人
４
２
０
円
、高
校
生
以
下

無
料

◦ 
集
合
場
所

　
①
鹿
央
物
産
館
前
駐
車
場
内
ト
イ
レ
前

　
②�
装
飾
古
墳
館
（
古
墳
館
前
駐
車
場
ま
で

車
で
登
れ
ま
す
）

※�

履
き
な
れ
た
靴
、
歩
き
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
☎
36
‐
２
１
５
１

装
飾
古
墳
館
長
と
歩
く

古
代
へ
の
道

催し

催し
◦ 

日
時

　
６
月
７
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
半

◦ 

場
所

　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦ 

内
容

　
古
代
米
「
赤
米
」
の
田
植
え
を
体

験
し
ま
す

◦ 

参
加
費

　
５
５
０
円
（
昼
食
、
保
険
代
）

◦ 

募
集
開
始

　
5
月
1
日
㈭
か
ら

◦ 

募
集
人
数

　
先
着
60
人

問
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
☎
36
‐
２
１
５
１

　
　
　

赤
米
体
験
教
室
（
田
植
え
）
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☆早い！安い！安心！
☆出張費無料！見積もり無料！
☆全メーカー対応！通販他社購入もOK！
☆販売もいたします。
　地元だからアフターサービスも万全！

◎５/12、13、14、15、16　５日間開催　

◎午前９時～午後６時　

◎山鹿市鹿北町芋生 4216-3　

　　みしんのとまと　　☎ 0968-32-4959　

ミシン修理のプロにおまかせ♪みしんのとまと

ミシン
特別セール
同時開催中

〈 

有
料
広
告 

〉

５月

※主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があり
ます。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問い合わせは、
八千代座までどうぞ　問☎ 44 ‐ 4004

開催日 行　事　名 時間 料金

10 日㈯ 日韓伝統音楽オーケストラ�
〜遥かなる百済へ〜 日中 有料

14 日㈬ 休館日

17 日㈯ 熊本県防衛協会山鹿支部�
設立記念講演会 日中 無料

５月のさくら湯休館日

５月 21日�㈬ （第３水曜日）

チヨマツ

◦ 

日
時

　
5
月
3
日
㈷
〜
6
日
㉁

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

◦ 

場
所

　
さ
く
ら
湯

　
池
の
間

◦ 

内
容

　
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
（
紙
紐
）
で
作

る
か
ご
、
小
物
、バ
ッ
グ
等
を
展
示
し
ま
す
。

問
山
鹿
市
地
域
振
興
公
社
☎
43
‐
0
１
1
１

催し

　
　
　

ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
作
品
展

　
菖
蒲
湯
は
邪
気
を
払
い
、
疫
病
を
除
く
も

の
と
し
て
、
5
月
５
日
の
端
午
の
節
句
の
日

に
古
く
か
ら
入
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冷
え

性
や
神
経
痛
な
ど
の
改
善
に
も
よ
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

◦ 

日
時

　
５
月
５
日
㈷

　

　
　
　
　
午
前
６
時
〜
午
前
0
時

◦ 

場
所

　
さ
く
ら
湯

※
菖
蒲
は
衛
生
面
に
配
慮
し
、
あ
ら
か
じ
め

熱
湯
で
殺
菌
し
ま
す
。

※
入
湯
料
金
は
通
常
通
り
で
す
。
回
数
券
、

一
口
湯
主
券
も
利
用
で
き
ま
す
。

問 

さ
く
ら
湯

　
　
　
　
　
☎
43
‐
３
３
２
６

菖
蒲
（
し
ょ
う
ぶ
）
湯
に

入
り
に
き
ま
せ
ん
か

催し

◦ 

日
時

　
５
月
21
日
㈬
午
後
１
時
半
〜

◦ 

場
所

　
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

　
医
療

研
修
セ
ン
タ
ー

◦ 

対
象

　
ス
ト
ー
マ
を
造
設
さ
れ
た
患
者
、

ご
家
族

※�

当
セ
ン
タ
ー
以
外
で
手
術
を
さ
れ
た
人
も

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦ 

テ
ー
マ

　「
装
具
交
換
の
方
法
と
皮
膚
ト

ラ
ブ
ル
」

問 

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
看
護
部（
吉
里
）

☎
44
‐
２
１
８
５

苺
の
会
（
ス
ト
ー
マ
患
者
様

の
集
い
）
の
ご
案
内

催し
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定例相談 仕事の相談はお気軽に
Y一　般
①看護職員（正・准）　14万1,000円〜
②介護福祉士　14 万円〜
③介護職員　12 万 9 千円〜
④美容師　21 万円〜
⑤フィットネスクラブ運営　14万円〜
⑥一般事務　14 万 5 千円〜
⑦撮影アシスタント　12 万 5 千円
⑧商品管理発送営業　22 万円〜
⑨洋菓子製造販売　11 万 5 千円〜
⑩大型貨物運転手　20 万円
⑪タクシー乗務員　12 万円〜
⑫警備員　13 万 8 千円〜
⑬大工・設備工　18 万円〜
Yパート
①正・准看護師　時給 900 円
②訪問介護員　時給 1,000 円〜
③介護職員　時給 700 円〜
④販売員　時給 700 円
⑤豆腐製造　時給 750 円〜
⑥製造販売　時給 760 円〜
⑦ホールスタッフ　時給 1,100 円
⑧施設清掃作業員　時給 700 円
※�詳細は、ご来室・ご相談ください。

なお、すでに採用済みの場合もあ
ります。職業相談室は山鹿老人福
祉センター２階です。

問 山鹿市地域職業相談室
　☎43‐1724

相談は無料で、秘密は固く守ります。
税務相談

◦日時　５月８日㈭
　　　　午後 1 時半〜 4 時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ 32 ‐ 3111

年金出張相談
◦ 日時　5 月 7 日㈬・14 日㈬
　　　　23 日㈮・28 日㈬
　　　　午前 10 時〜午後３時
　　　　（正午〜午後１時を除く）
◦場所　市役所１階会議室
※事前に予約をお願いします。
問国保年金課　☎ 43 ‐ 1530

精神保健相談
　嘱託医による相談です。
◦日時　５月８日㈭（要予約）
　　　　午後２時〜４時
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ 44 ‐ 4121

障がい者・児相談
◦日時　毎週水曜日
　　　　午前９時〜 11 時半
◦場所　山鹿健康福祉センター
問福祉課障がい福祉係☎ 43 ‐ 0052

認知症に関する相談
◦日時　5 月 14 日㈬・28 ㈬
　　　　午前 10 時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ 43 ‐ 1077

消費生活相談
◦日時　毎週月〜金曜日
　　午前８時半〜午後５時 15 分
◦場所　市役所別館（商工観光課内）
問山鹿市消費生活センター
　☎ 43 ‐ 1413

社会保険労務士労働相談
◦日時　５月13日㈫午後１時〜４時
◦場所　市役所別館２階会議室
問商工観光課　☎ 43 ‐ 1413

心配ごと相談
　一人で悩まず、一度相談してみま
せんか。どの会場でも相談すること
ができます。
相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談
　午前 9 時〜正午
◦司法書士相談、法律相談
　午前 10 時〜正午
※ 司法書士相談、法律相談は事前予

約が必要です。

【山鹿】
　①一般相談　５月 16 日㈮
　② 司法書士相談（登記関係）
　　５月 23 日㈮要予約
　③法律相談　５月 30 日㈮要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ 43 ‐ 1134

【鹿北】
　①一般相談　５月 15 日㈭
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ 32 ‐ 2696

【菊鹿】
　①一般相談　５月 14 日㈬
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ 48 ‐ 5060

【鹿本】
　①一般相談　５月 13 日㈫
　②法律相談　５月 27 日㈫要予約
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ 46 ‐ 2206

【鹿央】
　①一般相談　５月 12 日㈪
　② 司法書士相談（成年後見・多重

債務）　５月 19 日㈪要予約
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ 36 ‐ 3811
問社会福祉協議会本所��☎ 43 ‐ 1134

無料墓地
日輪寺に新たに檀家入りされますと
、墓地（1.8ｍ×1.8ｍ）を無料にて
ご提供いたします（委細面談の上）
※お申し込み多数の場合は抽選になります。

〈 

有
料
広
告 

〉

アルコール依存症相談
◦日時　５月15日㈭
◦場所　山鹿健康福祉センター
　　　　午後３時〜５時
　ひだまり　午後７時〜９時
◦主催　断酒友の会
問福祉課障がい福祉係☎ 43 ‐ 0052



案 内 版 Information

　今年も毎年恒例のファン感謝祭が開催され
ます。
　選手と直接会話し、触れ合うことができま
すので、普段コートでは見ることができない
選手の笑顔や意外な一面を発見できるいい機
会です。
　当日は、オムロンハンドボール部選手によ
る出し物や抽選会など楽しい企画を予定して
います。
　軽食も用意されますので、ご家族・お友達
お誘い合わせのうえ、お出かけください。

日時　5月10日㈯　午前 11時〜午後 1時
　　　　　　　 　(午前 10時半開場）
場所　オムロン鹿陽センター

※�会場内は土足厳禁ですので、スリッパ等をご持
参ください。

写真は昨年の様子
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オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。

＊都合で変更になる場合があります。( 鹿本医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

５
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

３日㈷ 星田内科医院／きくか松岡クリニック 岩下薬局／まつ薬局
４日㈷ 三森循環器科呼吸器科病院／幸村医院 岩下薬局／山鹿いちご薬局
５日㈷ 桑木内科／まえはら泌尿器科クリニック 岩下薬局／まつ薬局
６日㉁ 井上小児科医院／かもと整形外科医院 ベル薬局／岩下薬局／まつ薬局
11 日㈰ 徳永循環器科内科医院／小林医院 岩下薬局
18 日㈰ 山鹿回生病院／やまがクリニック こじか薬局／岩下薬局
25 日㈰ 保利病院 エース薬局／岩下薬局

ファン感謝祭が開催されます
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山鹿市教育委員会広報

第２5号

ゆ
め
ー

る
山鹿市教育委員会
教育総務課

☎４３−１６３８
E-mail:
ksoh@city.yamaga.lg.jp

明
日
を
拓ひ

ら

く
　
　

教
育
の
充
実

子
ど
も
輝
き
プ
ラ
ン
事
業

　
特
別
に
支
援
を
必
要
と
す
る
園
児
・

児
童
・
生
徒
の
支
援
お
よ
び
不
登
校

解
消
に
向
け
支
援
を
す
る
サ
ポ
ー
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
28
人
、教
育
相
談
や
児
童

生
徒
と
家
族
・
学
校
・
地
域
と
の
間
に

入
り
、い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
解
消
に

向
け
た
支
援
を
す
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

生
涯
学
習
社
会
を

　
　
　
　
　
め
ざ
し
て

　
　
　
　
限
り
な
い
夢
を
抱
き�

　
　
　
　
　
　
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
生
き
る
人
材
の
育
成

ル
ワ
ー
カ
ー
１
人
を
配
置
し
ま
す
。

未
来
へ
の
１
ペ
ー
ジ
事
業

　
読
書
活
動
推
進
員
６
人
が
小
中
学

校
を
巡
回
し
、
図
書
環
境
お
よ
び
図
書

サ
ー
ビ
ス
体
制
を
整
え
、
家
庭
・
地
域
・

学
校
を
通
じ
た
読
書
に
親
し
む
機
会
の

提
供
や
民

間
団
体
と

連
携
し
た

読
書
意
欲

の
向
上
を

図
り
ま
す

す
。

外
国
語
指
導
事
業

　
国
際
社
会
に
向
け
て
、生
き
た
英
語

で
の
活
動
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
育
て
る
た
め
、７
人
の

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）が
小
中

学
校
を
巡
回
し
、担
任
の
先
生
と
一
緒

に
授
業
を
行
い
ま
す
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム

構
築
モ
デ
ル
事
業

　
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、誰
も

が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
あ
う

共
生
社
会
の
形
成
に
向
け
、一人一人
の
特

性
に
応
じ
た
教
育
が
受
け
ら
れ
る
学
校
づ

く
り
を
目
指
し
、学
校
・
園
や
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
特
別
支
援
教

育
に
つ
い
て
の
専
門
性
の
向
上
と
、校
内

支
援
体
制
整
備
の
推
進
を
目
指
し
て
、合

理
的
配
慮
協
力
員
７
人
を
配
置
し
ま
す
。

山鹿市教育委員会では、教育基本
計画における施策体系のもと、平成
26年度の予算を編成しました

学
校
規
模
適
正
化
事
業

●
菊
鹿
地
区

　（
内
田
小
、
六
郷
小
、
城
北
小
）

　
現
在
の
六
郷
小
学
校
の
敷
地
内
に
平

成
28
年
４
月
開
校
を
目
指
し
て
、
統
合

準
備
委
員
会
で
新
た
な
校
章
や
校
歌
、

通
学
路
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

　
ま
た
、校
舎
改
築
の
設
計
業
務
を
行

い
ま
す
。

※�

山
鹿
市
立
学
校
規
模
適
正
化
第
2
次

基
本
計
画
案
の
策
定
に
合
わ
せ
て
、

具
体
的
な
実
施
計
画
内
容
を
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
地
域
の
皆
さ
ん
へ
説
明
し
、
理
解

を
深
め
て
い
き
ま
す
。

●
米
野
岳
中
校
区

　（�

米
田
小
、
千
田
小
、
米
野
岳
小
、

山
内
小
）

●
鹿
本
地
区

　（
来
民
小
、
稲
田
小
、
中
富
小
）

●
山
鹿
地
区

　（
八
幡
小
、
平
小
城
小
、
三
岳
小
）

●
山
鹿
地
区
（
山
鹿
中
、
鶴
城
中
）

学
校
施
設
耐
震
化
事
業

　
中
学
校
校
舎
１
棟
に
つ
い
て
、耐
震

改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

図書の貸し出しの様子

ALTによる授業風景
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山鹿市教育委員会広報「ゆめーる」

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
事
業

　
手
軽
に
楽
し
め
る
ニュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や

メ
タ
ボ
対
策
事
業
と
し
て
健
康
運
動
教

室
、ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を一緒
に
体
験
す

る
親
子
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
実
施
し
、

市
民
一
人
一
人
が
生
涯
を
通
じ
て
運
動
が

行
え
る
機
会
・
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
一
斉
ラ
ジ
オ
体
操
会
、

各
地
域
で
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
駅
伝
大

会
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

市
内
各
所
で
開
催
し
、
活
気
あ
る
心
豊

か
な
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

第
69
回
熊
本
県
民
体
育
祭
山
鹿
大
会

　
県
民
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
熊
本
県
民
体
育
祭
が
9
月
20
日
・

21
日
の
両
日
、
12
年
ぶ
り
に
山
鹿
市
で

開
催
さ
れ
、
18
種
目
22
競
技
の
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
本
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
平
成
25

年
度
か
ら
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人
が
輝
く
社
会
教

育
の
振
興

青
少
年
健
全
育
成
事
業

　
子
ど
も
た
ち
は「
地
域
全
体
で
守
り
、

育
て
る
」の
理
念
の
も
と
、「
早
ね

　
あ

い
さ
つ

　
朝
ご
は
ん
」運
動
や
夜
間
巡

回
活
動
な
ど
を
実
施
し
、青
少
年
が
健

や
か
に
成
長
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
整
備
し
ま
す
。

　
地
域
社
会
や
学
校
、そ
の
他
関
係
機

関
と
連
携
し
、青
少
年
の
非
行
防
止
と

健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

文
化
の
振
興
お
よ

び
文
化
財
保
護

方
保
田
東
原
遺
跡
保
存
整
備
活
用
事
業 

　
弥
生
時
代
の
遺
跡
「
方
保
田
東
原
遺

跡
」
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、「
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

や
「
ひ
ま
わ
り
畑
で
クイ
ズ
ラ
リ
ー
」
な

ど
、
多
く
の
イ
ベン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

「
古
代
体
験
・
収
穫
祭
」
で
は
、
弓
矢

を
使
っ
た
模
擬
狩
猟
や
金
属
を
溶
か
し

て
の
古
代
の
鏡
作
り
な
ど
古
代
体
験
活

動
を
行
い
ま
す
。

◀親子で勾
まがたま

玉づくり

夢
の
「
と
び
ら
」
を
ひ
ら
く
事
業

　
図
書
館
・
図
書
室
が
利
用
し
づ
ら
い

方
に
も
多
く
の
図
書
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
、
平
成
25
年
度
か
ら
山
鹿
市

移
動
図
書
館
車
「
ぐ
る
り
ん
号
」
を
運

行
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
自
治
公
民
館
な
ど
市
内

39
ヵ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
巡
回
す
る
ほ

か
、
地
域
の
イ
ベン
ト
に
も
参
加
す
る
な

ど
読
書
振
興
を
図
り
ま
す
。

生
涯
学
習
推
進
事
業

　「
生
き
が
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
」と
な

る
公
民
館
講
座
や
、社
会
に
貢
献
で
き

る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
た
、生
涯

学
習
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

　
市
民
が

い
つ
で
も
気

軽
に
学
べ
る

機
会
を
提

供
す
る
こ
と

で
、生
き
生

き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指

し
ま
す
。

公民館講座発表会

模擬狩猟▶

青少年育成推進員による夜間巡回活動
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広
報

や
ま

が
　

N
o.161　

2014
年

5
月

1
日

号
（

毎
月１日

発
行

）
エ

コ
マ

ー
ク

認
定

の
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

み
ど
り
を
ま
も
る

応募時に３歳以下のお子さんを
紹介するコーナーです

すくすく倶楽部へ掲載を希望する人は、写真（データ
も可）とメッセージ・住所・氏名・生年月日を書いて、山
鹿市役所秘書企画課へ郵送するか持参してください。

倶楽部
すくす

く

山
鹿
市
公
式
ブ
ロ
グ

QR コード
＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取
り決めによる漢字を使用しています（秘書企画課）

あ
と
が
き

♬
広
報
担
当
に
な
っ
て
３
年
。「
広

報
や
ま
が
」
を
担
当
す
る
の
は
今
回

で
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

た
く
さ
ん
の
人
に
、
取
材
な
ど
快
く

協
力
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
温
か

い
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も「
広
報
や
ま
が
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
有
）

★
は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
か
ら
広
報

担
当
に
な
り
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
操
作

な
ど
、
慣
れ
な
い
仕
事
に
悪
戦
苦
闘

す
る
毎
日
で
す
。
人
見
知
り
で
す
が
、

取
材
な
ど
で
山
鹿
の
い
ろ
い
ろ
な
所

に
行
け
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
分
か
り

や
す
い
広
報
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
千
）

■人の動き
人口 189 人減りました 55,257 人
男性 92 人減りました 26,006 人
女性 97 人減りました 29,251 人
世帯数 4 世帯増えました 21,401 世帯
〜14歳 12.0 ％ 6,609 人
15歳〜64歳 55.6 ％ 30,734 人
65歳〜 32.4 ％ 17,914 人

３月末現在 (増減は前月末比 )

おいしか

♡メッセージ
智香姉ちゃん佐和ちゃん
これからも仲良くあそぼうね！

（H25.5.13 生まれ）
石渕（鹿本）

　さかた　　　 ゆい

阪田　夕依ちゃん

♡メッセージ
パパ、ママのチョキチョキ屋さん
の看板娘してます！皆様に愛されて
毎日笑顔いっぱい♡今月で１歳♡
みんな遊びに来てね♡

　
藤
本
さ
ん
は
、
日
本
初
の
紅
茶
伝

習
所
が
明
治
8
年
に
山
鹿
に
設
置
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
宮
崎
県
に

紅
茶
の
作
り
方
を
習
い
に
行
き
、
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
5
年
の
年
月

を
か
け
て
平
成
20
年
に
「
や
ま
が
復

刻
紅
茶
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
渋
み
が
少
な
く
、
ま
ろ
や
か
な
口

当
た
り
で
飲
み
や
す
い
の
で
、
ス
ト

レ
ー
ト
で
飲
む
の
が
お
す
す
め
で
す
。

　
ま
た
、地
元
の
物
を
使
い
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
「
や
ま
が
生
姜
紅
茶
」に
は

菊
鹿
産
の
生
姜
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
山
鹿
の
古
い
街
並
み
や
、紅
茶
作

り
に
携
わ
っ
た
先
人
た
ち
の
思
い
を

感
じ
な
が
ら
飲
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

藤本製茶
藤本　邦夫さん

藤
本
製
茶

山
鹿
ブ
ラ
ン
ド

商
品
紹
介

コ
ー
ナ
ー

【
や
ま
が
復
刻
紅
茶
】

【
や
ま
が
生
姜
紅
茶
】

（H24.1.31 生まれ）
熊入町（山鹿）

��たけくま　　 ゆり

竹熊　宥里ちゃん

　
山
鹿
ブ
ラ
ン
ド
は
、
特
産
品
や
加
工
品
に

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
つ
け
て
山
鹿
を
Ｐ
Ｒ
す
る

も
の
で
、
山
鹿
経
済
振
興
委
員
会
が
承
認

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
問
☎
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‐
２
１
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☎
32
‐
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５
４
０


